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更新情報

このマニュアルの表紙には、 以下の情報が記載されています。

• ドキュ メン ト  リ リース日 - ドキュ メン トが更新されるたびに変更されます。

• ソフ ト ウェア リ リース日 - このバージ ョ ンのソフ ト ウェアの リ リース時期を表します。

最近の更新を検索するには、 または使用中のドキュ メン トが最新版であるかど うかを確認するには、 以下の Web 
サイ ト を参照して ください。

http://h20230.www2.hp.com/selfsolve/manuals 

適切な製品サポート  サービスを契約している場合は、 更新版や新版を入手できます。 詳細は、 最寄りの HP の営

業担当に問い合わせてください。
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サポート

HP ソフ ト ウェアのサポートについては、 以下の Web サイ ト を参照して ください。

http://www.hp.com/go/hpsoftwaresupport 

HP ソフ ト ウェアのオンライン サポートでは、 インタラ クティブな技術サポート  ツールに効率的にアクセスでき

ます。 サポート を許可されたカスタマは、 このサポート  サイ ト を使う と以下のこ とを行う こ とができます。

• 関心のある技術情報の検索

• サポート  ケース とエンハンス メン ト要求の登録と ト ラ ッキング

• ソフ ト ウェア パッチのダウンロード

• サポート契約の管理

• HP サポート窓口の検索

• 利用可能なサービスに関する情報の閲覧

• 他のソフ ト ウェア カスタマとの意見交換

• ソフ ト ウェア ト レーニングの検索と登録

一部を除き、 サポートのご利用には、 HP Passport ユーザーと してご登録の上、 ログインしていただく必要があ

り ます。 また、 多くのサポートのご利用には、 サポート契約が必要です。

アクセス  レベルと  HP Passport の詳細については、 次の URL にアクセスして ください。

http://h20230.www2.hp.com/new_access_levels.jsp 
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1 Microsoft Active Directory SPI について
この章では、 HP Operations Smart Plug-in for Microsoft Active Directory について説明し、 そ

の機能と コンポーネン トの概要を紹介します。 以下の事項について説明します。

• 8 ページの 「Microsoft Active Directory SPI の役割」

• 9 ページの 「Microsoft Active Directory SPI のコンポーネン ト 」

• 12 ページの 「Microsoft Active Directory SPI のインス トール後の動作」
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Microsoft Active Directory SPI の役割

Smart Plug-in (SPI) for Microsoft Active Directory をインス トールする と、 単一マスタ操作、

複製、 DNS、 DIT、 GC および信頼関係の監視機能またはマッピング機能が HP Operations for 
Windows で使用できるよ うにな り ます。 Microsoft Active Directory SPI は、 ネッ ト ワーク全体

の Active Directory の状態に関する情報を継続的に提供するため、 担当者は以下の事柄に関する

最新情報を入手できます。

• すべてのド メ イン コン ト ローラ間で、 データの整合性があるかど うか。

• 複製が、 適切なタイ ミ ングで正常に行われているかど うか。

• システムが機能停止に対処できるかど うか。

• すべての役割マスタが実行されているかど うか。

• ド メ イン コン ト ローラで、 CPU の過剰使用の問題が発生していないかど うか。

• Active Directory で、 容量およびフォールト ト レランスに関する問題が発生していないかど

うか。

• Active Directory グローバル カタログが適切なタイ ミ ングで複製を行っているかど うか。

• サービス、 イベン ト、 プロセス、 および同期が許容できるパフォーマンス  レベルで行われて

いるか。

• 認証のインデッ クスおよびクエ リの動作、 LDAP ク ライアン ト  セッシ ョ ンなどが許容できる

レベルで行われているか。

• サイ ト と  DC 間の信頼関係のステータスは、 想定通りか。
8 第 1 章



Microsoft Active Directory SPI のコンポーネン ト

Microsoft Active Directory SPI コンポーネン トには、 ポ リ シー、 ツール、 およびレポート とグ

ラフが含まれます。 ポ リ シーはサービスの監視に使用します。 ツールはド メ イン コン ト ローラ

間の複製接続のマッピングに使用します。 また、 レポート とグラフによ り、 収集したデータをま
とめた りグラフ化するこ とができます。

ポ リ シーを使用する と、 監視スケジュールを制御できます。 また、 サービス問題警告と メ ッセー
ジの形式で収集情報の受信を制御できます。 サービス  マップ警告は OVO/HPOM サービス  マッ

プに表示され、 メ ッセージは OVO/HPOM メ ッセージ ブラウザに表示されます。

HP Operations Topology Viewer: このツールを使用する と、 Microsoft Active Directory ド
メ インおよびサイ トの内容と ト ポロジーの表示を簡単に行う こ とができます。 ド メ イン  コン ト

ローラの接続に使用する と、 Topology Viewer は、 Microsoft Active Directory コンポーネン ト を

ツ リー構造で表示します。 また、 Microsoft Active Directory のサイ ト 、 フォレス ト 、 ド メ イン

および DC 複製の接続状況を視覚的に表示するマップを生成します。

AD DC 降格準備 : このツールは、 ド メ イン コン ト ローラを降格する際の準備に使用します。 こ

のツールは、 Microsoft Active Directory SPI をインス トールおよび設定し、 これを使用して 
Microsoft Active Directory 環境の DC の監視を開始するまで、 使用しないでください。 ド メ イ

ン コン ト ローラを降格する際は、 このツールを使用して、 降格する  DC が Microsoft Active 
Directory SPI によって監視されないよ うに、 監視機能を無効にします。

AD 信頼関係一覧 : このツールを Microsoft Active Directory の管理ノードで起動する と、 ド メ

イン コン ト ローラの情報と、 そのド メ イン コン ト ローラの信頼関係に関する情報 ( 信頼関係の

種類、 信頼関係の状態など ) が表示されます。 また、 そのド メ イン コン ト ローラが属するツ リー

が OVO/HPOM コンソールに表示されます。

レポート とグラフ : Microsoft Active Directory SPI は OVO/HPOM のレポート / グラフ生成機

能と統合されており、 Web ベースの管理に適したレポートおよびグラフを作成できます。

Microsoft Active Directory SPI のメ ッセージおよびサービス  マップ警告では特定の管理ノード

について現在の状況に関する情報を取得できるのに対し、 OVO/HPOM のレポートおよびグラフ

作成機能では概要をつかむこ とができるため、 長い目で見たシステム要件を決定するのに役立ち
ます。

Microsoft Active Directory SPI ポリシー グループの説明

Microsoft Active Directory SPI ポ リシーの 2 つの主要なサブフォルダは、 [ ポ リシー管理 ] → [
ポ リ シー グループ ] → [SPI for Active Directory] の下にある、Windows Server 2003/2000 と  
Windows Server 2008 です。

Windows Server 2003/2000 グループには、 Windows Server 2003/2000 Active Directory ノー

ドを監視するのに必要なポ リシーが入っています。 Windows Server 2008 グループには 
Windows Server 2008 Active Directory ノードを監視するのに必要なポ リ シーが入っています。

それぞれのサブフォルダには、 2 つの主要なポ リ シーグループ (Auto-Deploy と  
Manual-Deploy) が含まれています。 Auto-Deploy フォルダには、 関連するサービスが検出さ

れた後、 Microsoft Active Directory を実行するすべてのシステムに自動的に配布されるポ リ

シーが含まれています。 Manual-Deploy フォルダには、 必要に応じて管理ノードに配布するポ

リシーが含まれます。

• Auto-Deploy ポ リシーのサブグループとその機能は以下のとおりです。

— Discovery: Microsoft Active Directory SPI にはサービス検出ポ リシーが含まれており、

OVO/HPOM 管理ノード上で実行されている  DIT、 DNS、 FSMO、 RODC、 PBHS、 複

製、 グローバル カタログ、 および信頼などのサービスまたはコンポーネン ト を検出でき

ます。
Microsoft Active Directory SPI について 9



— DIT Monitoring  ( サイズおよび動作状況 ): ディ レク ト リ情報ツ リー (DIT) と呼ばれる  
Microsoft Active Directory データベースのサイズをチェッ ク し、 空き容量を監視しま

す。 また、 DIT に対して保留状態になっている処理の数を追跡します。

— DNS Monitoring ( 設定 / 接続性 ):  DNS Monitoring ポ リシーは、 DNS サーバーにあ

る各種サービス  リ ソース  レコードの存在、 可視性、 および有効性をチェッ ク します。

SRV レコードは、 DNS ク ラ イアン トが、 他のサーバーにある利用可能な特定のサービ

スを検索できるよ うにします。 DNS ポ リ シーは、 情報の欠落または誤り を検出する と、

OVO/HPOM メ ッセージ ブラウザに警告を送信します。 その他のポ リシーは、 Active 
Directory が使用する特定の DNS サーバーおよび DNS サービスの応答性および可用性

をチェッ ク します。

— FSMO Monitoring ( 操作マスタの一般的な応答性と役割の移動 ):  バインドや ping を
通じて、 ド メ イン名前付け、 スキーマ マスタ、 インフラス ト ラ クチャ  マスタ、 スキーマ 
マスタ、 PDC マスタ、 および RID マスタ  (RID プール要求 ) を含む、 操作マスタの各

サービスの全般的な応答性を監視します。

— Replication Monitoring:  Replication Monitoring ポ リシーは、 ド メ インに属するす

べてのド メ イン コン ト ローラに変更を伝達するのに必要な時間を測定できます。 さ らに

ポ リ シーは、 サイ ト間 ( インターサイ ト ) の複製時間やサイ ト内 ( イン ト ラサイ ト ) の複

製間隔について、 監視するこ と もできます。 複製ポ リシーは、 応答時間や状態が許容で
きるかど うかを判断するため、 Active Directory のオブジェク ト を定期的に更新します。

— Response Time Monitoring:  Response Time Monitoring ポ リ シーは、 Microsoft 
Active Directory の一般的な応答時間とグローバル カタログに対するバインドおよびク

エ リの応答時間を測定します。

— GC Monitoring:  これらのポ リシーは、 以下の 2 つの観点から、 グローバ ル カタログ

の複製を行うのに必要な時間を測定します。 (1) サービスを提供する ド メ イン コン ト

ローラ  (GC) (2) サービスにアクセスする ド メ イン コン ト ローラ  (DC)。

— Sysvol Monitoring:  Sysvol Monitoring ポ リ シーは、 いずれも  Active Directory の状

態を示す主要な指標である、 Sysvol ファ イル複製サービス  (FRS)、 Sysvol のサイズ、 接

続性、 およびグループ ポ リ シー オブジェク ト  (GPO) との同期を監視します。

— Trust Monitoring (Windows Server 2003 および 2008): Trust Monitoring ポ リシー

は、 信頼の状態を監視し、 信頼関係ツールが信頼関係の中の変更で更新を提供するため
のデータを収集します。

• Manual-Deploy ポ リシーのサブグループとその機能は以下のとおりです。

— Connector (Windows Server 2003 のみ ): これらのポ リシーは Active Directory 
Connector パフォーマンス  モニタ  カウンタを使用して、 ログオン認証、 メモ リー内の

ページ ( 作業セッ ト )、 ページ フォルト、 警告、 エラー、 および処理時間などの通信の

問題に関係する動作をチェッ ク します。

— Domain and OU Structure: これらのポ リシーはド メ インおよび組織単位 (OU) の変

化を監視します。

— Global Catalog Access: これらのポ リシーは、 ディ レク ト リの読み取り / 書き込み / 検
索に対して、 グローバル カタログ サーバーのパフォーマンス  モニタ  カウンタからの

データを収集してグローバル カタログ サーバーを監視します。

— Health Monitors: これらのポ リシーは、 Active Directory のパフォーマンスに不可欠

の、 サービス、 イベン ト 、 プロセス、 および同期化などの Active Directory の各領域を

チェッ ク します。 主要なサービス とそれに関連するプロセスには、 Kerberos Key 
Distribution Center (KDC)、 NetLogon、 NT LM Security Support Service、 ディ レク

ト リ 、 および Security Account Manager があ り ます。 ログ監視は、 Windows イベン ト  
ログおよびシステム ログで特定のイベン トが発生していないかど うかをチェッ ク しま

す。
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— Index and Query Monitors: 認証、 LDAP ク ラ イアン ト  セッシ ョ ンなどのインデッ ク

スおよびクエ リの動作を監視します。

— Replication: サイ ト間およびサイ ト内での着信方向オブジェク トの測定を通じた複製、

複製更新の同期の検証、 保留中の更新、 および複製着信方向オブジェク トのキュー サイ

ズを監視します。

— Replication Activity: 複製イベン トのディ レク ト リ  サービス  ログを監視します。

— Security: 以下のものを監視します。 (a) Active Directory 関連イベン トのセキュ リ ティ  
イベン ト  ログ、 (b) セキュ リ ティ  グループの変化、 (c) セキュ リ ティに関連付けられてい

るパフォーマンス  モニター カウンタ。

— Site Structure: Active Directory サイ ト を監視して、 IP サブネッ トが不必要に追加、

変更、 または削除されていないこ とを確認します。
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Microsoft Active Directory SPI のインストール後の動作

他の Smart Plug-in と同様に、 Microsoft Active Directory SPI は特定の監視機能を OVO/
HPOM に追加します。 Microsoft Active Directory SPI をインス トールする と、 検出が行われ、

OVO/HPOM コンソールのコンソール ツ リー ( 左 ) と詳細ペイン ( 右 ) の両方にサービスが表示

されます。 詳細ペインでは階層が展開され、 各ド メ イン コン ト ローラ  (DC) に存在する個々の

サービスが表示されます。 同様に、 サービス  マップでは、 各 DC の下にさらに詳細なレベルが

表示されます。

Microsoft Active Directory SPI で検出されるサービスおよびコンポーネン ト

Microsoft Active Directory SPI には、Windows OS Smart Plug-in で行われる初期検出をベース

とするサービス / コンポーネン ト検出ポ リ シーが含まれます。 Windows OS SPI 自動検出ポ リ

シーは、 Windows インフラス ト ラ クチャを検出します。 Microsoft Active Directory SPI はこの

検出を拡張し、 上下共にさ らに詳細なレベルの情報を追加します。 上位レベルでは、 Microsoft 
Active Directory SPI はフォレス ト を識別し、 下位レベルでは、 Microsoft Active Directory SPI 
は指定された名前で各ド メ イン コン ト ローラを識別し、 そこで使用可能なサービスおよびコン

ポーネン ト を追加します。 最後に、 Microsoft Active Directory SPI は検出されたサイ トのパー

ティシ ョ ンを表示します。

以下の図に示す通り、 Microsoft Active Directory SPI の検出では、 フォレス ト 、 サイ ト 、 ド メ

イン コン ト ローラのサービス / コンポーネン ト、 および優先ブリ ッジヘッ ド  サーバー (PBHS) 
を接続するサイ トが検出されます。

図 1 AD SPI の検出の例 

Microsoft Active Directory SPI による検出が行われる と、 Active Directory のサービスおよびコ

ンポーネン トはサービス  マップに表示され、 個々のド メ イン コン ト ローラや個々のサイ ト を確

認できます。 各ド メ イン コン ト ローラは上位下位共にさ らに詳細な情報が表示され、 フォレス

ト 、 複製、 Sysvol などをはじめとする  Active Directory のサービスおよびコンポーネン ト を見

るこ とができます。
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以下に、 Microsoft Active Directory SPI が Active Directory フォレス ト と  DC のサービス / コン

ポーネン ト を識別している  OVO/HPOM サービス  マップを示します。 この詳細情報によ り、

フォレス ト  レベルでのサービス警告から ド リル ダウンして、 問題の原因となっている ド メ イン 
コン ト ローラのサービス / コンポーネン ト を表示するこ とができます。

図 2 Active Directory SPI によって検出されたサービスの例   

下図に示すとおり、 警告が発生している  ( 赤色に変わっている ) サービスを右ク リ ッ ク し、 [ 障
害原因 ] を選択する と、 問題の原因はどこかを確認できます。
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図 3 障害原因ビューで問題の発生原因を表示

Microsoft Active Directory SPI ポリシーによる OVO/HPOM コンソールでの情報の生成

Active Directory データは 「ポ リ シー」 のルールおよびスケジュール指定に従って対象が定めら

れ、 収集が行われます。 ポ リ シーは、 Active Directory データの収集および解釈を制御し、 以下

の形式での表示を可能にします。

サービス  マップ警告 : Microsoft Active Directory SPI の検出が行われる と、 フォレス ト 、 ド メ

イン、 サイ ト 、 ド メ イン コン ト ローラ  (DC) の詳細情報によって OVO/HPOM サービス  ツ リー

が更新されます。 サービス  マップはグラフ ィカルに更新され、 ド メ イン コン ト ローラ名 (DC: <
名前 >) に個々のフォレス ト 、 サービス、 およびコンポーネン トが追加されます。 これらの 
Active Directory DC サービス / コンポーネン トには、 複製 (Replication)、 DIT、 DNS、 GC ( グ
ローバル カタログ )、 操作マスタ  (FSMO)、 および Sysvol が含まれます (13 ページの図 2 を参

照 )。 さ らにサイ トマップには、 追加されたド メ イン コン ト ローラおよびサービスが、 サイ ト中

心の視点からも表示されます。

OVO/HPOM メ ッセージ ブラウザ内のメ ッセージ : OVO/HPOM エージェン ト  ソフ ト ウェアは、

測定しきい値ポ リ シーの設定と、 各対象ド メ イン コン ト ローラについて収集された値および状

態を使用して、 適切なメ ッセージをコンソールに転送します。 コンソールでは、 それらのメ ッ
セージが重要度のレベル別に色分けされて表示されます。

OVO/HPOM レポート / グラフ : レポートには、OVO/HPOM コンソール ツ リーの [ レポート  & 
グラフ ] からアクセスできます。 これらのレポートは、 マスタ操作の接続時間、 DIT 動作状況 /
サイズ、 DNS 可用性、 GC 複製遅延時間に関するものであ り、 グラフは複製間隔、 GC 可用性、

グローバル カタログ検索応答時間レベル、 Sysvol のサイズ、 信頼関係監視に関するものです。

いずれも、 傾向の分析ならびにサーバーの負荷分散に役立つ情報を提供します。

HP Operations Topology Viewer により表示される情報

Microsoft Active Directory SPI Topology Viewer ツールは、 起動する と別のウ ィンド ウに表示さ

れます。 ド メ イン コン ト ローラに接続する と、 このツールには Active Directory のパーティ

シ ョ ンおよび接続状況が表示されます。 このツールを使用する と、 Active Directory に関する情

報を次の 2 つの方法で表示します。

展開および縮小が可能なツ リー : HP Operations Topology Viewer ウ ィンド ウの左ペインに、

Active Directory フォレス ト とそのド メ イン、 ド メ イン コン ト ローラをホス トする ド メ イン、 お

よび接続を通じて利用できるサイ トに含まれる、 さまざまなコンポーネン トが表示されます。

サイ ト接続の トポロジー表示 : ウ ィンド ウの右ペインでは、 フォレス ト 、 サイ ト とサイ ト  リ ン

ク、 DC、 GC、 およびそれらを リ ンクする接続オブジェク トがグラフ ィカルに表現されます。 サ

イ ト と  DC は、 よ り効果的に表示されるよ うにマップ内の他の場所に移動できます。 DC をダブ

ルク リ ッ クする と、 動作中の Windows のバージ ョ ン、 ステータス情報などの詳細情報を取得で

きます。 また、 このマップについては、 ズームイン / ズームアウ ト機能を使用した り、 表示され

ている ト ポロジーをビッ トマップにエクスポート した りできます。
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ポリシーの変更 / 使用

Microsoft Active Directory SPI ポ リシーは、 カスタマイズせずに使用するこ と も、 必要に応じ

て変更して使用するこ と もできます。 次の手順で、 大規模な変更から小さな変更まで実行できま

す。

デフォルト  ポ リシーの変更 : デフォルトのポ リシーを変更できます。 OVO/HPOM コンソールで

ポ リ シーを選択し、 その中の条件を変更します。 (1) 監視の間隔、 (2) メ ッセージ テキス ト、 お

よび (3) 警告の重要度について変更するこ とができます。

カスタム データ収集グループの作成 : カスタム データ収集グループを作成し、 その中で単一の

ド メ イン コン ト ローラについての監視間隔やしきい値を変更するこ と もできます。 ポ リ シーの

グループを新たに作成するには、 まず、 新し くグループ名を付けたフォルダに必要なポ リシーを
コピーし貼り付けます。 新しいグループにポ リシーを貼り付けたら、 それらを変更し、 独自の
バージ ョ ン番号を付けなおすこ とができます ( 43 ページの 「監視スケジュールや測定しきい値

の変更」 を参照 )。 ユーザー作成版を使用する と、 ノードグループの監視の必要性に応じて専用

ポ リ シーを作成し、 ノード  グループに配布するこ とができます。 この方法を使用する と、 ノー

ド とポ リ シーを、 容易に認識できるグループにま とめるこ とができます。

以下に、 Microsoft Active Directory SPI ポ リシーの使用方法をま とめました。

ポ リ シーの使用 : Microsoft Active Directory SPI ポ リシーは OVO/HPOM コンソールの 2 つの

場所から使用できます。 1 つは [ ポ リシー グループ ] フォルダ内のグループ名に基づいて格納さ

れている場所、 も う  1 つは、 [ タイプ別エージェン ト  ポ リシー ] フォルダ内のタイプに基づいて

格納されている場所です。 いずれのカテゴ リ内でも、 Microsoft Active Directory SPI ポ リ シー

を表示したり、 編集したりできます。

• ポ リ シー グループ : 配布方法および検出または監視の対象となる分野に従ってポ リシーを編

成します。 Auto-Deploy グループを使用する と、 すべてのサブグループを一度に配布できま

す。 サブグループを使用する と、 タスク  ( 検出など ) や監視分野 (DIT、 DNS、 FSMO、 GC、

複製、 応答時間、 Sysvol、 または信頼 * など ) を個別に選択できます。

* 信頼関係の監視は Windows 2003 および Windows 2008 システムでのみ有効です。

• タイプ別エージェン ト  ポ リ シー : ポ リ シーを機能別に編成します。 たとえば、 GC、 複製、

または FSMO 監視のスケジューリ ングは [Scheduled Task] ポ リシー  に含まれます。それら

の 複製 /FSMO ポ リシーの条件 ( しきい値 ) は [Measurement Threshold] ポ リシー に含まれ

ます。

Active Directory の複製間隔データの管理のために、 OVO/HPOM コンソールの [ レポート & グ
ラフ ] からグラフを印刷するこ と も可能です。 このグラフで示される複製間隔の平均時間は、 ス

ケジュールやしきい値をどれく らい調整したらよいかを決定する基準と して役立ちます。
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HP Operations Topology Viewer ツール

HP Operations Topology Viewer は、 Active Directory の環境、 フォレス ト 、 およびサイ ト と

サーバー間の接続を表示するマップを生成します。 マップにはこの他にも、 ド メ イン  コン ト

ローラ、 優先ブリ ッジヘッ ド  サーバー、 Syslog サーバーの名前が表示されます。 このツールを

使用する うえで必要なのは、 ド メ イン コン ト ローラに接続するこ とだけです。 サーバーに接続

する と、 それ以外の処理はツールによって行われます。

ド メ イン コン ト ローラ との接続ができたら、 Topology Viewer はド メ イン コン ト ローラの情報

にアクセスできます。 ド メ イン コン ト ローラの情報には、 Active Directory 環境間で複製された

他のド メ イン コン ト ローラやそのリ ンク先の情報も含まれます。 このツールは、 この情報を使

用して、 [HP Operations Topology Viewer] ウ ィ ンド ウの左側のペインにある各 Active 
Directory コンポーネン ト を構成する、 現在のサイ ト、 パティシ ョ ン、 および一意の ID 要素な

どを表示します。 右側のペインには、 特定のフォレス ト 、 サイ トおよび Active Directory フォレ

ス トやサイ ト内の DC 複製リ ンクを示す 3 次元マップを生成します。

ト ポロジーには、 以下のよ うなコンポーネン ト を検出し、 表示します。

• フォレス ト

• パティシ ョ ン (ID コンポーネン ト  グループ )

• サイ ト  ( 物理サイ ト )

• サイ ト  リ ンク  ( 物理サイ ト間を結ぶユーザー定義のリ ンク )

図 4 複製マップには、 マップ生成時点のサイ ト  リンクの情報が取り込まれます。   

Topology Viewer に表示される情報は、 静的であ り、 このツールが接続された時点のフォレス ト、

サイ ト 、 サーバー、 接続の状況を反映しています。 表示を更新するには、 Topology Viewer のメ

ニューの [ ファ イル ] → [ データ更新 ] を選択します。
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2 Microsoft Active Directory SPI のインストール
こ こでは、 HP Operations Smart Plug-in for Microsoft Active Directory のインス トールの方法

を説明します。 SPI をインス トールする と、 OVO/HPOM 管理ノードで実行されている  Active 
Directory サービスを検出できるよ うにな り ます。 環境に応じて、 検出アクシ ョ ンが自動的に行

われるか、 手動による操作が必要になるか、 異な り ます。

Microsoft Active Directory SPI のアップグレード、 インス トールおよびアンインス トールの手

順については、 該当する項を参照して ください。

• 18 ページの 「Microsoft Active Directory SPI をインス トールするための前提条件」 

• 22 ページの 「Microsoft Active Directory SPI のアップグレード」 

• 19 ページの 「Microsoft Active Directory SPI のインス トール」 

• 30 ページの 「Microsoft Active Directory SPI のアンインス トール」 
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Microsoft Active Directory SPI をインストールするための前提

条件

管理サーバーが OVO for Windows 7.50 の場合 :

1 パッチ OVOW_00254 をインス トールします。

2 すでに管理対象となっている ド メ イン コン ト ローラ  ノードにインス トールされているエー

ジェン ト を 7.35 にアップグレード します。

3 新し く管理対象とする ド メ イン コン ト ローラ  ノードには、 エージェン トのバージ ョ ン 7.35 
をインス トールします。 手動でインス トールする場合には、 次の操作を行います。

エージェン トのインス トール後に VC-Redistributable を手動でインス トールします。

VC-Redistributable のインス トーラは %OvAgentDir% にあ り ます。

管理サーバーが HPOM for Windows 8.10 の場合 :

1 手動でインス トールした DCE エージェン ト  ノードには、 VC-Redistributable を手動でイン

ス トールする必要があ り ます。

VC-Redistributable のインス トーラは %OvAgentDir% にあ り ます。
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Microsoft Active Directory SPI のインストール

HP Operations Smart Plug-in for Active Directory は、HP Operations Smart Plug-ins DVD に
収録されています。

重要 ! タスク  1 では、 Active Directory をインス トールします。 タスク  2 および 3 には Active 
Directory サービスの検出方法が含まれます。 現在の設定に応じて、 タスク  2 または 3、 または

その両方を実行してください。

• Active Directory を実行しているシステム ( ノード ) が HPOM for Windows または OVO for 
Windows によって現在管理されている場合は、 タスク  2 を実行します。

• Active Directory を実行しているシステム ( ノード ) が HPOM for Windows または OVO for 
Windows によって現在管理されていない場合は、 タスク  3 を実行します。 

タスク  1: Microsoft Active Directory SPI のインストール

1 HP Operations for Windows Smart Plug-ins DVD を挿入します。

2 画面に表示される指示に従い、 [Microsoft Active Directory] チェッ ク  ボッ クスをオンにして 
Microsoft Active Directory SPI をインス トールします。

3 ド メ イン コン ト ローラ  ノードを監視する前に、 インス トルメンテーシ ョ ン  グループ SPI 
Data Collector をド メ イン コン ト ローラ  ノードに配布します。

Microsoft Active Directory SPI のインス トールが完了する と、 OVO/HPOM のコンソール ツ
リー上の [ ポ リシー グループ ] の下に [SPI for Active Directory] フォルダが表示されます。

タスク  2: OVO/HPOM によって既に管理されているノードにあるサービスを検出する

OVO/HPOM によって既に管理されている ノードにある  Active Directory サービスを検出するに

は、 Microsoft Active Directory SPI サービス検出ポ リシーを配布します。 これらのポ リシーを

配布する と、 自動プロセスが起動されます。 この自動プロセスは、 検出されたサービスを  OVO/
HPOM サービス  ツ リーおよびサービス  マップに追加し、 それらのサービスが実行されている

ノード上で関連する  Microsoft Active Directory SPI ポ リシーを配布します。

1 OVO/HPOM コンソールで、 [ ポリシー管理 ] → [ ポリシー グループ ] → [SPI for Active 
Directory] → [Auto Deploy] → [Discovery] を選択します。

2 [Discovery] を右ク リ ッ ク し、 [ すべてのタスク ] → [ 配布先ノード ...] を選択します。

3 [ ポ リシーの配布先 ...] ダイアログで、 Active Directory を実行する可能性のあるすべての

ノードを選択し、 [OK] をク リ ッ ク します。

配布を表示するには、 [ ポ リ シー管理 ] フォルダの [ 配布ジ ョブ ] を右ク リ ッ ク し、 [ こ こか

ら新しいウ ィンド ウ ] を選択して、 [ ウ ィンド ウ ] → [ 上下に並べて表示 ] を選択します。

並べて表示されたウ ィンド ウで、 次のよ うに実行されたプロセスの完了を確認できます。

• Active Directory DIT、 DNS、 FSMO、 GC、 複製、 Sysvol、 および信頼の各サービスの

検出と関連するポ リシーの配布。

• OVO/HPOM サービス  マップの更新 ( 検出に成功した DIT、 DNS、 FSMO、 GC、 複製、

Sysvol サービス / コンポーネン トの表示 )。

Microsoft Active Directory SPI を実行するには、 OVO/HPOM のコンソール、 管理サーバー、 お

よびエージェン ト をインス トールする必要があ り ます。
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左ペインの OVO/HPOM コンソール ツ リーの [ サービス ] → [ システム インフラス ト ラ クチャ ] 
フォルダから、 各ド メ イン コン ト ローラ  (DC: < 名前 >) にたどっていく こ とができます。 [ サー

ビス ] フォルダには [ 複製 ] が必ず含まれており、 DC で FSMO (Flexible Single Master 
Operations) サービスが実行される場合には、 [FSMOs] が含まれている可能性があ り ます。

タスク  3:  OVO/HPOM によって管理されていないノードにあるサービスを検出する

非管理ノードにあるサービスを検出するには、 それらのノードを  OVO/HPOM コンソールの [
ノード ] フォルダに追加します。 ノードを追加する と、 自動サービス検出プロセスが起動され、

これによって、 手動で起動した前記のプロセスが再現されます。

1 コンソールで、 [ ノード ] フォルダを右ク リ ッ ク し、 [ 設定 ] → [ ノード ] を選択します。

2 [ 管理ノードの設定 ] ダイアログで、 次の 3 つの方法のいずれかで [ ノード ] フォルダにシス

テムを追加できます。

— 左ペインで、 追加する各システムをダブルク リ ッ ク します。

または

— システムを左から右にド ラ ッグ アンド  ド ロ ップします。

または

— 左ペインで、 各システムを右ク リ ッ ク し、 [ 管理 ] を選択します。

3 ( 必要な場合 ) OVO/HPOM エージェン ト  ソフ ト ウェアを実行しているシステムが、 左ペイ

ンの [ 検出されたノード ] フォルダにない場合は、 詳細ペインで、 [ ノード ] フォルダを右ク

リ ッ ク し、 [ 新規ノード ] を選択して、 システム名およびその他の関連情報を入力します。

4 [OK] をク リ ッ ク します。

このダイアログを閉じる と、 まず Windows OS SPI 検出が実行され、 次に Microsoft Active 
Directory SPI 検出が実行されます。 Microsoft Active Directory SPI 検出では、 Microsoft 
Active Directory SPI の DIT、 DNS、 FSMO、 GC、 PBHS、 および複製のサービス検出ポ リ

シーが、 それぞれの新しいシステムに配布されます。

配布を表示するには、 [ ポ リ シー管理 ] フォルダの [ 配布ジ ョブ ] を右ク リ ッ ク し、 [ こ こか

ら新しいウ ィンド ウ ] を選択して、 [ ウ ィンド ウ ] → [ 上下に並べて表示 ] を選択します。

並べて表示されたウ ィンド ウでは、 次のよ うに実行されたプロセスの完了を確認できます。

• Windows OS 検出に固有の方法による ド メ インおよびサイ トの検出。 次に、 Microsoft 
Active Directory DIT、 DNS、 FSMO、 GC、 PBHS、 および複製サービスの検出。

• OVO/HPOM サービス  マップの更新 ( ド メ インおよびサイ ト内で検出された、 DIT、
DNS、 FSMO、 GC、 優先ブリ ッジヘッ ド  サーバ (PBHS)、 および複製サービスの表示

)。

• 検出されたサービスを監視するための関連 Microsoft Active Directory SPI ポ リシーの配

布。

ダイアログを閉じる と、 適切な Windows OS バージ ョ ンのフォルダにノードが自動的に配置

されますが、 独自のグループを定義し、 選択したノードをそこに配置するこ と もできます。
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タスク  4: Active Directory サービスが新たに追加されたサービス マップを表示する

以上で自動検出が完了しました。 検出したサービスが、 OVO/HPOM サービス  マップの [ ド メ イ

ン ] と  [ サイ ト ] にグラフ ィカルに表現されているはずです。

1 OVO/HPOM コンソールの詳細ペインで、 [ サービス ] → [ システム インフラスト ラクチャ ] → 
[Windows] を選択します。

2 [Active Directory] を選択します。

コンソール ツ リーで [ サービス ] を選択する と、 右ペインにサービス  マップが表示されます。 こ

れには、 ド メ イン、 サイ ト 、 およびド メ イン コン ト ローラ  (DC:) の名前が表示されます。 OVO/
HPOM によって管理されている ノードについては、 検出されたサービス / コンポーネン トが [
サービス ] ボッ クスの下に表示されます。 検出されるサービス / コンポーネン トには、 [ 複製 ]、
[DNS]、 [DIT]、 [GC]、 [FSMO]、 [PBHS]、 [Sysvol] などがあ り ます。 [FSMO] をさ らに展開し  
( プラス記号 [+] をク リ ッ ク し )、 選択した DC 上にある個々のマスタ操作サービスを表示するこ

とができます。

図 5 サイ ト中心の視点で表示したサービス マップ 
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Microsoft Active Directory SPI のアップグレード

以前インス トールした Microsoft Active Directory SPI をアップグレードする場合、 手動での作

業は必要あ り ません。 アップグレードの際は、 共通のインス トーラ  ( これが全 Smart Plug-in の
インス トール作業を一元化しています ) によ り、 以前のバージ ョ ンを検出して Smart Plug-in の
インス トールが正し く行われます。 以前 のバージ ョ ンでカスタマイズしたポ リシーを保存して

おきたい場合は、 新しい Microsoft Active Directory SPI のインス トール開始前に以下の手順を

行ってください。

Microsoft Active Directory SPI のインストール前の準備

HP Operations Smart Plug-ins DVD を使用して Microsoft Active Directory SPI をインス トー

ルする前に、 必要に応じてカスタマイズの保存や追加サービスの検出のための作業を完了してお
く必要があ り ます。

OVO/HPOM サービス  マップのカスタマイズ保存の前提条件 : 以下の作業を行な う前に、

WindowsOS_ReadMe.txt ファ イルの 「アップグレードについて」 にある  OVO/HPOM コンソー

ルのサービス  マップの保存手順を含むアップグレード手順を実施します。 手順では、 サービス  
マップをファ イルにダウンロード し  ( カスタマイズ保存のため )、 コンソールに復元する方法を

説明しています。

タスク  1: 管理ノードから  Microsoft Active Directory SPI の Discovery ポリシーを削除する

1 コンソールで、 [Operations Manager] → [ ポリシー管理 ] → [ ポリシー グループ ] → [SPI for 
Active Directory] → [Auto-Deploy] → [Discovery] を選択します。

2 [Discovery] を右ク リ ッ ク し、 [ すべてのタスク ] → [ アンインストールする対象ノード ...] を選択

します。

3 Active Directory を実行しているすべてのノードを選択します

(Microsoft Active Directory SPI の Discovery ポ リシーのみを削除するので、 すべてのノー

ドを選択しても問題あ り ません )。

4 [OK] をク リ ッ ク します。

タスク  2: SPI for Active Directory ポリシー グループ名を変更する

1 コンソールで、 [Operations Manager] → [ ポリシー管理 ] → [ ポリシー グループ ] を選択します。

2 [SPI for Active Directory] グループを選択し、 名前を変更します ( たとえば、 「SPI for Active 
Directory_old」 )。

タスク  3: HP Reporter テーブルの変更

このバージ ョ ンの Microsoft Active Directory SPI では、 管理ノード上のデータス ト アに記録す

るデータの形式が異なっています。 HP Reporter も これを使用します。 管理ノードの古いデータ

ソースから、 すべてのデータを収集した後、 HP Reporter テーブルを変更する必要があ り ます。

このためには、 以下のステップを実行します。

1 HP Reporter のマシンに、 .NET Framework のバージ ョ ン 2.x 以上をインス トールします。

2 HP Reporter サーバーで、 次のコマンドによ り レポータ  ト レースを有効にします。

%OvInstallDir%¥bin¥repmaint.exe -trace 9
3 コマンドプロンプ ト を開き、 次のロケーシ ョ ンまで移動します。

%OvAgentDir%¥install¥ADSPI-Reports¥newconfig¥packages
4 次のコマンドを実行します。
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run_gatherCODA.exe <reporter_system_dsn> <reporter_db_username> 
<reporter_db_password>

こ こで、 <reporter_system_dsn> は HP Reporter データベースのシステム DSN、

<reporter_db_username> と  <reporter_db_password> は HP Reporter データベースにアク

セスするためのユーザー名とパスワードです。

5 検出済みのすべての Active Directory ノードからデータを収集し終えたら、

%ovdatadir%trace.gather ファ イルをチェッ ク してエラーがないか調べます。

6 次のコマンドを実行します。

ADSPI-Reporter_postinstall.exe <reporter_system_dsn> <reporter_db_username> 
<reporter_db_password>

タスク  4: ノードからデータソースを削除

HP Reporter サーバーから古いデータを削除したら、 管理ノード上で Delete Older ADSPI 
Classes ツールを実行する必要があ り ます。 このツールで古いデータソースを削除するには、 以

下のステップを実行します。

1 すべての Active Directory ノードに、 SPI Data Collector および ADSPI_Com インスツルメ

ンテーシ ョ ン グループを配布します。

2 すべての Active Directory ノード上で、 Delete Older ADSPI Classes ツールを実行します。

新しい Microsoft Active Directory SPI のインストール

以上のタスクを完了したら、 新しい Microsoft Active Directory SPI をインス トールし、 必要に

応じてカスタマイズできます。

タスク  1: SPI for Active Directory をインス トールする

HP Operations Smart Plug-ins DVD を挿入し、 画面に表示される説明に従って、 Microsoft 
Active Directory のインス トールを選択します。

タスク  2: Microsoft Active Directory SPI ポリシーを変更するかどうかを決定する

SPI for Active Directory ポ リ シー グループに新しいポ リシーをインス トールしたので、 この新

しいグループと以前にカスタマイズしたポ リシーを比較できます ( 必要な場合 )。 以下に説明す

るよ うに、 各ポ リ シーを開き、 必要に応じて新しいポ リシーと古いポ リシーを比較します。

1 [ ポリシー管理 ] → [ ポリシー グループ ] → [SPI for Active Directory] を選択します。

2 22 ページの 「SPI for Active Directory ポ リシー グループ名を変更する」 のタスクで作成し

た < 名前を変更したポ リシー グループ > を選択します。

3 古いポ リシーと新しいポ リシーを並べて表示して比較し、 新しいポ リシーを以前のカスタマ
イズ内容と一致させます ( 必要な場合 )。

カスタマイズされたポ リ シーには、 元のバージ ョ ンの番号に小数が追加されています ( たと

えば、 1.1)。
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図 6 ポリシーに対するしきい値の変更例

4 終了したら、 名前を変更したグループを削除します ( 必要な場合 )。

タスク  3: 更新したインス トルメンテーシ ョ ンを配布する

新規または更新したポ リ シーを有効にするには、 更新した Microsoft Active Directory SPI イン

ス トルメンテーシ ョ ンを配布する必要があ り ます。 ノードのグループに一括でインス トルメン
テーシ ョ ンを配布するか ( 定義済みの場合 )、 各ノードに個別に配布します。

1 OVO/HPOM コンソールで、 [Operations Manager] → [ ノード ] を選択します。

2 Active Directory を実行している任意のノードを選択します (Active Directory グループがあ

る場合は、 そのグループを右ク リ ッ ク します )。

3 [ すべてのタスク ] → [ プログラムの配布 ] を選択します。

4 [ プログラム ファ イル ] 領域から、 ADSPI_Com と  ADSPI_Disc を選択します。

5 [OK] をク リ ッ ク します。

6 Active Directory を実行している残りのノードに対して、 この手順を繰り返します。

タスク  4: Microsoft Active Directory SPI の Discovery ポリシーを配布する

新しいポ リ シーを配布するには、 手動で検出グループを配布します。 このグループを手動で配布
する と、 新たにサポート されたサービスが検出されて OVO/HPOM のサービス  ツ リーまたは

サービス  マップに追加されます。 また、 それらのサービスが実行されている ノードには、 関連

する  Microsoft Active Directory SPI のポ リ シーが配布されます。

1 OVO/HPOM コンソールでノード タイプによ り、 [ ポリシー管理 ] → [ ポリシー グループ ] → 
[SPI for Active Directory] → [Windows Server 2003/2000] → [Auto Deploy] または [ ポリシー管理

] → [ ポリシー グループ ] → [SPI for Active Directory] → [Windows Server 2008] → [Auto Deploy] 
のいずれかを選択します。

2  [Discovery] を右ク リ ッ ク し、 [ すべてのタスク ] → [ 配布先ノード ...] を選択します。

3 [ ポ リシーの配布先 ...] ダイアログで、 Active Directory を実行する可能性のあるすべての

ノードを選択し、 [OK] をク リ ッ ク します。

しばら くする と、 [ サービス ] → [DC] ツ リー内に追加の Active Directory コンポーネン トが表

示され、 OVO/HPOM サービス  マップに追加の Active Directory サービスが表示されます。

また、 自動検出プロセスによって、 検出された Active Directory サービスを監視する  
Microsoft Active Directory SPI の関連ポ リシーの自動配布が実行されます。
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タスク  5: オプシ ョ ンで、 Microsoft Active Directory SPI の Manual-Deploy ポリシーを配布します。

必要に応じて Manual-Deploy ポ リシー グループから ノードに配布するポ リシーを選択できま

す。

ライセンス / パスワードの取得

Microsoft Active Directory SPI は、 ライセンスがな くても  60 日間は使用できます。 ただし、 中

断なく継続して Microsoft Active Directory SPI を使用するには、 この期間中にライセンス / パ
スワードを取得する必要があ り ます。

Microsoft Active Directory SPI のライセンス / パスワードを取得するには、 HP Operations 
Manager のライセンスの取得ツールを使用します。 このツールを起動する際に、 必要なライセ

ンス / パスワード情報を取得する方法を以下の 2 種類から選択できます。

• 方法 1: 恒久パスワードのインス トール。 OVO/HPOM コンソールからインターネッ トに接続

できる場合は、 ライセンス / パスワード  キー情報に直接アクセスできます。 また、 使用して

いるサーバーに関する情報が自動的に検出されます ( ただし、 プロキシ サーバーを経由して

インターネッ トに接続している場合を除く。 この場合、 プロキシ サーバーの IP アドレスを

入力する必要があ り ます )。

• 方法 2: パスワードのインポート。 OVO/HPOM コンソールからインターネッ トに接続できな

い場合は、 この方法を使用して、 弊社の Web サイ ト  (www.webware.hp.com) でライセンス /
パスワードを取得します。 Web サイ トで取得した情報を OVO/HPOM コンソール上のファ

イルに保存し、 インポート手順を実行してインポート します。

「ラ イセンス」 と 「パスワード」 とい う用語が、 交換可能な形で記述されていますが、 両方と も
基本的には Microsoft Active Directory SPI の永続的な使用を許可するライセンス  キーを意味し

ます。

以降の項で示す 「方法 1」 と 「方法 2」 のどちら と も、 恒久パスワード  ( ラ イセンス ) をインス

トールします。

 

方法 1

方法 2
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方法 1: 恒久パスワードのインストール

前提条件 : HP Smart Plug-in for Active Directory に付属のライセンス使用許諾書を用意します。

このライセンス使用許諾書に一意の製品注文番号が記載されています。

1 OVO/HPOM コンソールで、[ ツール ] → [HP Operations Manager ツール ] → [ ライセンス ] を選

択し、 [ ライセンスの取得 ] をダブルク リ ッ ク します。

2 [ ラ イセンスの取得 ] ダイアログで、 [SPI for Active Directory] を選択し、 [OK] をク リ ッ ク しま

す。

図 7 [SPI for Active Directory] を選択してライセンスを取得

3 [HPOV Auto Pass: Internet connection] ダイアログ ボッ クスで、 次のいずれかのインター

ネッ ト接続方法を選択します。

Direction connection  ( コンソールからインターネッ トに直接接続する場合 )
または
Proxy server ( プロキシ サーバーを経由してコンソールからインターネッ トに接続する場合

)。 ホス ト名または IP アドレス  ( 必須 )、 およびプロキシ ポート番号 ( 必須 ) ( 例 8088) を入

力します。

4 [Next] をク リ ッ ク します。

5 表示されるダイアログ ボッ クスで HP 製品注文番号を ( 製品に付属のライセンス使用許諾書

に記載された番号 ) を入力し、 [Next] をク リ ッ ク します。

6 [System identification and product details] ダイアログ ボッ クスで

- 製品プロファ イルの [Select] 列からその製品のチェッ ク  ボッ クスをク リ ッ ク します。

- [LTUs] 列に購入したライセンスの数を入力します。

7 [Next] をク リ ッ ク します。

8 [Member ID maintenance] ダイアログ ボッ クスで、 電子メール アドレスを入力し、 既存ま

たは新規のパスワード / パスワード確認を入力し、 [Next] をク リ ッ ク します。

9 必要に応じてカスタマ情報を入力し、 [Next] をク リ ッ ク します。

10 表示されるダイアログ ボッ クスで、 IP アドレス、 ホス ト名などすべての情報が正しいこ と

を確認し、 [Get password] ボタンをク リ ッ ク します。

11 [Confirmation] ウ ィンド ウで、 [Finish] をク リ ッ ク します。

ユーザーがこれらの情報を保存できるよ うに、 パスワード使用許諾書 (Permanent Password 
Certificate) を含む確認用電子メールが送信されます。 この証明書には、 製品情報と発行された

パスワードおよびライセンスが記載されています。
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図 8 「方法 1: 恒久パスワードのインス トール」 の手順が完了すると、 次のウィ ンドウが

表示され、 製品のライセンス情報を含む電子メールを送信することをお知らせしま
す。

方法 2: パスワードのインポート

この方法は方法 1 とは異なり、 タスク 2 で入力する情報を弊社の Web サイ トにアクセスして取

得します。

前提条件 : HP Smart Plug-in for Active Directory に付属のライセンス使用許諾書を用意します。

このライセンス使用許諾書に一意の製品注文番号が記載されています。

タスク  1: Web にアクセスし、 ランセンス / パスワード情報を取得する

1 インターネッ トに接続できるシステムで、 インターネッ ト  ブラウザを起動します。 [ アドレ

ス ] テキス ト  ボッ クスに 「www.webware.hp.com」 と入力します。

2 [generate product password(s)] を選択します。

図 9 Web サイ トにアクセスし、 ライセンス情報を取得
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3 表示されるページで、 情報を確認し、 ページ下部のボタンまでスクロールして [Next] をク

リ ッ ク します。

4 [password delivery service] ページの [Order Number] テキス ト  ボッ クスに、 Microsoft 
Active Directory SPI の製品注文番号 ( 製品に付属のライセンス使用許諾書に記載された番

号 ) を入力します。

5 [Next] をク リ ッ ク します。

6 表示されるページで、 [HP Operations Smart Plug-in for Microsoft Active Directory] の隣の

チェッ ク  ボッ クスをオンにして [Next] をク リ ッ ク します。

7 製品番号、 製品名、 バージ ョ ンを示すページが表示されたら、 以下の列に情報を入力しま
す。

[LTU]: 購入した Microsoft Active Directory SPI ラ イセンスの数。

[Management Server Host Name]: OVO/HPOM for Windows がインス トールされてい

る管理サーバーの名前。

[IP Address]: 上記の OVO/HPOM for Windows サーバーの IP アドレス  ( 正確なアドレス

を入力しないと、 ラ イセンスを正常にインス トールできません )。

[Platform]: OVO/HPOM for Windows サーバーで使用されている  Windows のバージ ョ ン。

8 [Next] をク リ ッ ク します。

9 [member login] ページで、 電子メール アドレスを入力し、 既存または新規のパスワード / パ
スワード確認を入力し、 [login] をク リ ッ ク します。

10 [address information] ページで、 必要な情報を入力し、 [Next] をク リ ッ ク します。

11 Permanent Password Certificate ( パスワード使用許諾書 ) のページで、 証明書の上部のテ

キス ト  [Save password file for < 製品番号 >] をク リ ッ ク します。

次の手順で必要となるので、 証明書の保存場所を書き留めてください。 ファ イル名は、 < 製品番

号 >.dat です。 パスワード使用許諾書 (Parmanent Password Certificate) が、 入力した電子

メールのアドレスに送信されます。

タスク  2: ライセンス / パスワード情報をインポートする

1 OVO/HPOM コンソールの内容ペインで、[ ツール ] → [HP Operations ツール ] → [ ライセンス ] 
を選択し、 [ ライセンスの取得 ] をダブルク リ ッ ク します。
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図 10 恒久パスワードのインポート  プロセスの開始

2 [ ラ イセンスの取得 ] ダイアログで、 [SPI for Active Directory] を選択し、 [OK] をク リ ッ ク しま

す。

3 [HPOV Auto Pass: Internet connection] ダイアログ ボッ クスで、

[No Internet connection] を選択して [Next] をク リ ッ ク します。

4 [Order Validation] ダイアログで、 [Import passwords] を選択し、 [Next] をク リ ッ ク します。

図 11 [Import passwords] を選択して、 以前に保存したパスワード使用許諾書 (Permanent 
Password Certificate) を Web から取得

5 [Import passwords] ダイアログ ボッ クスで、 [Browse...] ボタンをク リ ッ ク し、 以前のタスク

で保存したファ イルの場所に移動します。 その後で、 < 製品番号 >.dat ファ イルを選択しま

す。

6 [Choose] ボタンを選択します。

7 ( 必須 ) [View file contents] ボタンをク リ ッ ク します。

8 [Permanent Password for Product Number <Microsoft Active Directory SPI の製品番号 >] を選

択します。
( 例 Permanent Password for Product Number B917AA)

9 [Import] をク リ ッ ク します。

正し く インポート されたパスワードは、 以下の場所に保存されます。
¥Program Files¥Common Files¥Hewlett-Packard¥PPP¥LicFile.txt
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Microsoft Active Directory SPI のアンインストール

Microsoft Active Directory SPI を削除するには、 管理ノードにあるすべてのポ リシーとポ リ

シー グループをアンインス トールし、 次に管理サーバにあるすべてのポ リシーとポ リ シー グ
ループをアンインス トールします。

タスク  1: すべての管理ノードから  Microsoft Active Directory SPI ポリシーを削除する

1 コンソールで、 [ ポリシー管理 ] → [ ポリシーグループ ] フォルダを展開します。

2 [SPI for Active Directory] を右ク リ ッ ク し、 [ すべてのタスク ] → [ アンインストールする対象ノー

ド ...] を選択します。

3 [ ポリシーをアンインストールする対象ノード ...] ウ ィンド ウで、 ポ リ シーを削除する対象ノード

の隣にある各チェッ ク  ボッ クスをオンにします。

4 [OK] をク リ ッ ク します。

タスク  2: 管理サーバーから  Microsoft Active Directory SPI ポリシー グループを削除する

1 コンソールで、 [ ポリシー グループ ] フォルダを展開します。

2 [SPI for Active Directory] を右ク リ ッ ク し、 [ 削除 ] を選択します。

タスク  3: 管理サーバーから  Microsoft Active Directory SPI ツール グループを削除する

1 コンソールで、 [ ツール ] フォルダを展開します。

2 [SPI for Active Directory] を右ク リ ッ ク し、 [ 設定 ] → [ ツール ...] を選択します。

3 [ ツールの設定 ] ダイアログで、 [SPI for Active Directory] を選択し、 [ 削除 ] をク リ ッ ク しま

す。

タスク  4: OVO/HPOM 管理サーバーから  Microsoft Active Directory SPI プログラムをアンインス トールする

1 HP Operations for Windows Smart Plug-ins DVD を挿入します。

2 画面に表示される指示に従い、 [ 製品の削除 ] ラジオ ボタンを選択して製品のアンインス トー

ルを開始します。

3 [ 製品オプシ ョ ンのアンインス トール ] ウ ィンド ウで、 [Microsoft Active Directory (SPI) ] を選

択し、 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

4 次に表示されるウ ィンド ウで、 [ 削除 ] をク リ ッ ク します。

(Microsoft Active Directory SPI プログラムの削除の進行状況が画面に表示されます )

5 [ 完了 ] をク リ ッ ク して終了します。

ポ リ シーが削除されたこ とを確認するには、 OVO/HPOM コンソールで [ ノード ] 
フォルダを展開してノードを右ク リ ッ ク し、 [ 表示 ] → [ ポ リ シー インベン ト リ ] を選

択します。
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3 Microsoft Active Directory SPI の使用
Microsoft Active Directory SPI のセッ ト アップを完了する と、 OVO または HPOM コンソール

の各エリ アで以下のよ うな更新が行われます。

— サービス  マップには、 新し く追加された Active Directory サービスが表示されます。 こ

の Active Directory サービスはコンソールのサービス  ツ リーとサービス  マップの両方に

表示されます。

— メ ッセージ ブラウザに、 情報がメ ッセージ形式で表示されます ( 問題の重要度レベルを

表示 )。

— [ レポート  & グラフ ] を利用できます。 これは、 Active Directory 関連のデータを一定期

間ま とめたものです。 レポートおよびグラフに含まれる情報は傾向の把握に役立ち、 効
果的な負荷分散の実現、 容量計画、 ポ リシーのスケジュールおよびしきい値の調整など、
Active Directory サーバー環境の管理を向上するこ とができます。

— HP Operations Topology Viewer を使用して、 Active Directory ド メ イン コン ト ローラ

に接続し、 Active Directory ト ポロジーを表示するこ とができます ( 44 ページの 「HP 
Operations Topology Viewer」 を参照して ください )。

上記の情報を表示するためのポ リシーが、 Microsoft Active Directory SPI の中核とな り ます。

サービス  マップ警告、 ブラウザ メ ッセージ、 およびデータのレポート / グラフを調べる と、 ポ

リ シーの設定に何らかの調整が必要かど うかを判断できます。 カスタマイズ可能なポ リ シーにつ
いては、 変更に関する追加情報をこの章に記載してあ り ます。

ポ リ シーに関する詳細は、 OVO または HPOM コンソールのオンライン ヘルプにも記載されて

います。 以下の ト ピッ クでは、 ポ リ シーの役割、 ポ リシーのカスタマイズ方法、 特定の問題に関
する解決策について説明します。 これらの事項については、 以下の項を参照してください。

• 31 ページの 「Auto-Deploy ポ リ シー」

• 43 ページの 「ポ リ シー変更の基本」

このバージ ョ ンの Microsoft Active Directory SPI では、 複製監視機能が拡張されています。 詳

細は、 「 39 ページの 「複製監視」」 の項を参照して ください。

Auto-Deploy ポリシー

Microsoft Active Directory SPI Auto-Deploy ポ リシーは、 論理グループに分けられています。 1 
つはサービスの検出用、 その他は Active Directory サービス / コンポーネン トの DIT、 DNS、
GC、 FSMO (Flexible Single Master Operations)、 複製、 応答時間、 および信頼関係の監視用

です。 個々のポ リ シーの説明については、 Microsoft Active Directory SPI のオンライン ヘルプ

を参照して ください。

データソースの作成

ポ リ シーを使用してデータを記録するには、 ADSPI のデータソースを CODA ( または HP 
Performance Agent) に作成する必要があ り ます。 ポ リ シー グループ [SPI for Active Directory] 
→ [Windows Server 2003/2000] → [Auto-Deploy] → [Discovery] → [Advanced Discovery] およ
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びポ リシー グループ [SPI for Active Directory] → [Windows Server 2008] → [Auto-Deploy] → 
[Discovery] → [Advanced Discovery] の下にある  [ADSPI-CreateDataSources_jp] ポ リシー

によって、必要なデータソースが、 HP Operations エージェン ト または HP Performance Agent 
のデータス ト ア内に作成されます。

複製監視

• ADSPI-REP_ModifyObj_jp: このポ リシーは、 サイ ト間 ( インターサイ ト ) やサイ ト内 (
イン ト ラサイ ト ) の複製間隔を追跡できるよ うに、 ADSPI-Rep_Mon_jp ポ リシーで使用され

るオブジェク ト を更新します。

• ADSPI-Rep_MonitorIntraSiteReplication_jp: 同じサイ ト内で接続オブジェク ト を持つ

ド メ イン コン ト ローラ間で複製が発生しているかど うかを監視します。

• ADSPI-Rep_MonitorInterSiteReplication_jp: サイ トのブリ ッジヘッ ド  サーバー間で

複製が発生しているかど うかを監視します。

• ADSPI-Rep_ModifyUserObject_jp: このポ リシーは、 1 時間ごとに Active Directory の
ユーザー オブジェク ト を更新します。 ADSPI-Rep_GC_Check_and_Threshold_jp ポ リ シー

と連携して、 ド メ イン コン ト ローラやグローバル カタログやその他諸々の間の複製の遅延

時間を追跡する方法を提供します。 

• ADSPI-Rep-TimeSynch_jp: Windows 2000 (Win2K) では、 Windows Time 
Synchronization Service (Win32Time) とい う タイム サービスを使用して、 ネッ ト ワーク上

のすべての Win2K コンピュータが共通時刻を使用するよ うにします。 Win2K のデフォルト

の認証プロ ト コルには、 このサービスが必要です。 Kerberos プロ ト コルの認証処理でワー

クステーシ ョ ン時間が使用されるので、 時刻の同期は非常に重要です。

複製時刻の同期ポ リシーは、 「時刻マスタ」 と ローカル ホス ト との時間の差を測定します。

この間隔が指定したしきい値を超えている と、警告またはメ ッセージが OVO または HPOM 
コンソールに送信されます。

• ADSPI-Rep_InboundObjs_jp: インバウンド接続オブジェク トの数は重要な測定基準で

す。 この数が多くなる と、 ブ リ ッジヘッ ドが過負荷になりつつある可能性や、 障害が発生し
ている可能性があ り ます。 ブ リ ッジヘッ ドに障害が発生する と、 多数の DC が要求先を変更

する場合があ り ます。 これが起こる と、 多数の要求が別の DC にリダイレク ト されます。

このポ リシーは、 1 秒間の DRA の入力方向のオブジェク ト数を測定し、 入力方向の複製オ

ブジェク トの数を監視します。

• ADSPI-Rep_ISM_Chk_jp: このポ リ シーはサイ ト間メ ッセージ サービスのステータスを

チェッ ク して、 サービスが実行されているかど うか、 および現在実行されている関連する
サービスの数を判定します。 サイ ト間メ ッセージ サービスが正常に実行されていない場合、

サイ ト間複製の問題が発生し、 KCC が複製トポロジーを計算できな くな り ます。

このポ リシーを管理ノードで実行するには、 あらかじめインス トルメンテーシ ョ ン  カテゴ リ  
SPI for Data Collector をインス トールしておく必要があ り ます。
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FSMO (Flexible Single Master Operations) 監視

2 つの Microsoft Active Directory SPI ポ リシーが、 マスタ操作 (FSMO) の設定およびパフォー

マンスのチェッ クを実行します。 ADSPI-FSMO_Consist_jp (DC 全体での設定の複製 ) と  
ADSPI-FSMO_Logging_jp (DC 全体での FSMO サービス応答時間 ) です。

ADSPI-FSMO_Consist_jp: ド メ イン コン ト ローラがド メ インから降格される と、 その操作マ

スタの役割は別のド メ イン コン ト ローラに引き渡されます。 ド メ イン コン ト ローラが正常に降

格されなかった場合、 または役割の引渡しをせずにオフラインになった場合は、 操作マスタの識
別が不整合になり ます。 ADSPI-FSMO_Consist_jp ポ リシーは、 ド メ イン コン ト ローラの複製

をチェッ クする、 Scheduled Task ポ リ シーです。 以下の状態があ り ます。

— 状態 0 = 情報が存在し、 整合性がある

— 状態 1 = 情報がド メ イン コン ト ローラに存在しない ( 危険域 )

— 状態 2 = 情報が複製パートナーに存在しない ( 危険域 )

— 状態 3 = 情報がド メ イン コン ト ローラおよび複製パートナーに存在するが、 整合性がな

い ( 注意域 )

状態は、 FSMO サービスを対象と した Measurement Threshold ポ リシーと比較され、 その

結果、 適切なサービス  マップ警告や OVO/HPOM メ ッセージ ブラウザへのメ ッセージが生

成されます。

• ADSPI-FSMO_Logging_jp: この Scheduled Task ポ リシーは、 FSMO サービスを検出し

て ping し、 そのサービスにバインドするこ とで、 設定チェッ クを行います。 このポ リ シー

は、 各サービスの応答時間をログに記録します。 このポ リシーによって収集されたデータ
は、 FSMO レポートで使用されます。 また、 このデータは、 Measurement Threshold ポ リ

シーがターゲッ ト管理ノードに配布されたと きにサービス  マップ警告および OVO/HPOM 
コンソールへのメ ッセージを生成する場合にも使用されます。

Measurement Threshold ポ リシーを使用する と、 上記のマスタ操作の状態および応答時間を解

釈し、 メ ッセージおよびサービス  マップ警告を生成するこ とができます。 マスタ操作 (FSMO) 
Measurement Threshold ポ リシーのセッ トは以下のとおりです。

1 ADSPI-FSMO_NAMING_Bind_jp および ADSPI-FSMO_NAMING_Ping_jp: ド メ イン

名前付けマスタは、 フォレス ト全体のド メ イン名前空間に対する変更を行う ド メ イン  コン ト

ローラです。 このド メ イン コン ト ローラは、 フォレス トにある ド メ インの追加または削除、

および外部ディ レク ト リのド メ インに対する相互参照の追加や削除を行います。 各フォレス
トには、 ド メ イン名前付けマスタが 1 つだけ存在します。 ADSPI-FSMO_NAMING ポ リ

シーは、 ド メ イン名前付けマスタの一般的な応答性を測定します。 そのために、 このポ リ
シーは、 ド メ イン名前付けマスタである ド メ イン コン ト ローラに定期的にバインド し、 これ

を ping します。

2 ADSPI-FSMO_INFRA_Bind_jp および ADSPI-FSMO_INFRA_Ping_jp: インフラス ト

ラ クチャ  マスタは、複数のディ レク ト リで参照されたオブジェク ト を追跡管理する ド メ イン  
コン ト ローラです。 インフラス ト ラ クチャ  マスタは、 セキュ リ テ ィ  ID およびド メ イン間の

相互参照に使用される識別名を管理しています。 フォレス ト内の各ド メ インには、 インフラ
ス ト ラ クチャ  マスタが 1 つだけ存在します。 ADSPI-FSMO-INFRA ポ リシーは、 インフラ

ス ト ラ クチャ  マスタの一般的な応答性を測定します。 このポ リシーは、 インフラス ト ラ ク

チャ  マスタである ド メ イン コン ト ローラに定期的にバインド し、 これを ping します。

3 ADSPI-FSMO_SCHEMA_Bind_jp および ADSPI-FSMO_SCHEMA_Ping_jp: スキー

マ マスタは、 ディ レク ト リ  スキーマの更新を実行する ド メ イン コン ト ローラです。 更新さ

れたスキーマは、 フォレス ト内の他のド メ イン コン ト ローラに複製されます。 各フォレス ト

には、 スキーマ マスタが 1 つだけ存在します。
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4 ADSPI-FSMO_PDC_Bind_jp および ADSPI-FSMO_PDC_Ping_jp: PDC エ ミ ュレータ

は、 下位のワークステーシ ョ ン、 メンバ サーバー、 およびド メ イン  コン ト ローラに対する

プライマ リ  ド メ イン コン ト ローラ と して動作する  Windows 2000 ド メ イン コン ト ローラで

す。 Windows NT ド メ インでは、 フォレス ト内のド メ インごとに 1 つの PDC マスタが存在

し、 それらは以下の機能を実行します。

— ド メ イン内の他のド メ イン コン ト ローラでパスワード変更が実行される と、 その変更が

優先的に PDC マスタに複製されます。

— 不正なパスワードが原因でド メ イン内の特定のド メ イン コン ト ローラで認証が失敗する

と、 パスワードが正し くないために認証に失敗したという メ ッセージがユーザーに表示
される前に、 PDC マスタに転送されます。

— アカウン トのロ ッ クアウ トが PDC マスタで処理されます。

5 ADSPI-FSMO_RID_Bind_jp および ADSPI-FSMO_RID_Ping_jp: RID マスタは、 特定

のド メ インにあるすべてのド メ イン コン ト ローラからの RID プール要求を処理する ド メ イ

ン コン ト ローラです。 ド メ イン コン ト ローラは、 ユーザーなどのセキュ リ ティ  プリ ンシパ

ル オブジェク ト を作成する と、 そのオブジェク トに一意のセキュ リ ティ  ID (SID) を割り当

てます。 SID は、 ド メ イン セキュ リ ティ ID と相対 ID (RID) で構成されています。

Windows 2000 ド メ イン コン ト ローラには、 それぞれ RID のプールが割り当てられていま

す。 ド メ イン コン ト ローラのプールがしきい値を下回る と、 ド メ イン コン ト ローラは新し

いプール要求をド メ インの RID マスタに発行します。 フォレス トでは、 ド メ インごとに 1 
つの RID マスタがあ り ます。

ADSPI-FSMO_RID ポ リシーは、 RID マスタの一般的な応答性を測定します。 このポ リシー

は、 RID マスタである ド メ イン コン ト ローラに定期的にバインド し、 これを  ping します。

6 (a) ADSPI-FSMO_Consist_INFRA_jp、 (b) ADSPI-FSMO_Consist_RID_jp、 (c) 
ADSPI-FSMO_Consist_PDC_jp、 (d) ADSPI-FSMO_Consist_SCHEMA_jp、 (e) 
ADSPI-FSMO_Consist_NAMING_jp:  これらのポ リシーは、 ポ リ シーを実行している ド

メ イン コン ト ローラ と、 その複製パートナー (1 つまたは複数 ) の間で、 指定された FSMO
の役割を保持する ド メ イン コン ト ローラが異なる場合、 ADSPI-FSMO_Consist ポ リシーは

警告を生成します。

ディ レク ト リ情報ツリーの監視

Active Directory データベース  ( ディ レク ト リ情報ツ リー (DIT)) を監視するポ リシーは、 DIT 操
作 ( キューの長さに関連 )、 サイズ、 およびホス ト  サーバーのディ スクの占有容量が特定の限界

値内であるかど うかをチェッ ク します。 具体的には、 DIT ポ リ シーは以下を監視します。

• ADSPI-DIT_DITPercentFull_jp: DIT をホス ト している論理ド ライブの使用領域の割合

と残されている空き領域を監視します。

• ADSPI-DIT_TotalDITSize_jp: Active Directory データベースのサイズとホス ト している

論理ド ライブの残されている空き領域を監視します。

• ADSPI-DIT_DIT QueueLength_jp: 保留状態になっている操作数を示す、 DIT 論理ド ラ

イブのキューの長さを監視します。

• ADSPI-DIT_LogFilesQueueLength_jp: ログ キューの長さ  ( 保留状態になっている更新

数を表す ) を監視します。

• ADSPI-DIT_LogFilesPercentFull_jp: DIT ログ ファ イルをホス ト している論理ド ライブ

の満杯の割合を計算します。 このポ リ シーはしきい値を設定し、 情報をログ記録します。
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ド メイン ネーム サーバー (DNS) の監視

DNS の監視では、 Microsoft Active Directory SPI は DNS の応答性と  Active Directory に含ま

れているデータ との整合性をチェッ ク します。 このため、 Microsoft Active Directory SPI の 
DNS ポ リシーは以下を表示します。 (1) DNS が各ド メ イン コン ト ローラについて正しい IP ア
ドレスを返しているかど うか、 (2) DNS に ADS が指示したすべての SRV レコードが含まれてい

るかど うか、 (3) 各 SRV レコードが正確であるかど うか。 DNS グループには以下のポ リシーが

含まれます。

• ADSPI-DNS_DC_A_Chk_jp: ド メ イン コン ト ローラに関連付けられている  2 つの DNS ホ
ス ト  レコード  (A レコード ) を検査します。 各ド メ イン コン ト ローラに関連付けられている  
2 つの DNS ホス ト  レコードがあ り ます。 1 つはド メ インの完全修飾名、 も う  1 つはサービ

スの提供先のド メ インです。 この 2 つのレコードのどちらか、 または両方が失われる と、 危

険域のメ ッセージが生成されます。

• ADSPI-DNS_DC_CNAME_Chk_jp: 下記のエイ リ アスを使用してド メ イン コン ト ローラ

が見つからないと きは危険域のメ ッセージが生成されます。
<domain_controller_GUID>._msdcs.<domain>

• ADSPI-DNS_DC_Response_jp: ド メ イン コン ト ローラで作成された DNS クエ リが予期

しないまたは許容できない応答時間になる と、 ユーザーに警告を生成します。 このポ リ シー
は、 指定された時間にしきい値を設定し、 レポートのために情報をログに記録します。

• ADSPI-DNS_Extra_GC_SRV_Chk_jp: グローバル カタログに対して登録されている予定

通りの、 および予期しない DNS ホス ト  レコードをチェッ ク します。 ド メ イン コン ト ローラ

でグローバル カタログがホス ト されない場合は、 予期しないグローバル カタログ レコード

が登録されます。 一定の状況では、 この事態が意図的なものである場合があるため、 メ ッ
セージには注意域の重要度レベルが付けられます。

• ADSPI-DNS_Extra_Kerberos_SRV_Chk_jp: ド メ イン コン ト ローラが存在していない

サイ トで Kerberos KDC と して登録されている場合、 注意域のメ ッセージを生成します。 一

定の状況では、 この事態が意図的なものである場合があるため、 メ ッセージには注意域の重
要度レベルのみが付けられます。

• ADSPI-DNS_Extra_LDAP_SRV_Chk_jp: 別のサイ トで LDAP サービスの DNS SRV リ
ソース  レコードが登録されていないこ とをチェ ッ ク します。 LDAP サーバーが実際に存在し

ていないサイ トに登録されている場合、 注意域のメ ッセージが生成されます。 余分な LDAP 
サーバーが登録されていても、 一定の状況では、 この事態が意図的なものである場合がある
ため、 注意域のメ ッセージのみが生成されます。

• ADSPI-DNS_GC_A_Chk_jp: グローバル カタログに対して余分な DNS ホス ト  レコードが

登録されていないかど うかをチェッ ク します。 グローバル カタログに対して登録されている

予定通りの、 および予期しない DNS ホス ト  レコードをチェッ ク します。 ド メ イン コン ト

ローラがグローバル カタログをホス ト しない場合、 GC レコードは予期されません。

• ADSPI-DNS__GC_SRV_Chk_jp: グローバル カタログに対して登録されている予定通りの 
DNS SRV リ ソース  レコードをチェッ ク します。

• ADSPI-DNS_GC_StrandedSite_jp: ド メ イン コン ト ローラが存在するフォレス ト内の各

サイ トにグローバル カタログが存在するかど うかをチェッ ク します。

• ADSPI-DNS_Island_Server_jp: ド メ イン コン ト ローラが自分自身をプライマ リ  DNS 
サーバーと して使用するよ う設定されている場合は、 複製の問題が発生する可能性があるた
め、 注意域のメ ッセージを生成します。

• ADSPI-DNS_Kerberos_SRV_Chk_jp: Kerberos に対して失われている リ ソース  レコー

ドがないかをチェッ ク し、 ド メ イン  コン ト ローラが Kerberos KDC サーバーまたは 
Kerberos パスワード変更サーバーと して DNS に正し く登録されていない場合は、 危険域の

メ ッセージを生成します。 すなわち、 DC を Kerberos KDC サーバーまたは Kerberos パス

ワード変更サーバーと して認識する  1 つまたは複数の SRV レコードが失われている場合は、

ユーザーに警告を出します。
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• ADSPI-DNS_Obsolete_GUIDS_jp: ド メ イン コン ト ローラが存在するフォレス ト内で古

い GUID の下に登録されているホス トがないかをチェッ ク します。

• ADSPI-DNS_Server_Response: DNS サービスが、 クエ リに対して、 指定された時間内

に応答を返さないと き、 メ ッセージや警告を生成します。 応答しない DNS サーバーが存在

する と、 Active Directory の性能に不都合な影響が出る可能性があ り ます。

• ADSPI-DNS_LogDNSPagesSec: 容量計画グラフの作成に使用するための、 ページ / 秒の

データを記録します。 このポ リ シーは、 測定しきい値ポ リシーであ り、 デフォルトのグロー
バルポーリ ング間隔は 10 秒です。

グローバル カタログの監視

グローバル カタログの監視の主な目的は、 グローバル カタログ (GC) サーバーをホス トするシス

テムが適切なタイ ミ ングで複製を行っているかど うかを確認するこ とです。 次の 2 つのポ リシー

は、 GC 複製の遅延時間を測定します。 1 番目のポ リ シーは、 Replication Monitoring グループ

のポ リシーです。 このポ リシーは、 ユーザー オブジェク ト を作成して変更します。 2 番目の 
ADSPI-Rep_GC_Check_and_Threshold_jp ポ リシー (GC 監視グループ ) は、 変更されたユー

ザー オブジェク ト を他のド メ イン コン ト ローラに複製する場合と、 ド メ イン コン ト ローラから

複製する場合に発生する遅延時間を測定します (DC から  GC と GC から他の DC)。OVO/HPOM 
メ ッセージ ブラウザとレポートに、 Active Directory 環境全体で複製が適切なタイ ミ ングで行わ

れているか、 または遅延しているかど うかを示すデータが表示されます。 ポ リ シーは、 自動配布
機能によって ( 検出の後に )、 以下のとおりに自動的に配布されます。

• ADSPI-Rep_GC_Check_and_Threshold_jp は、 Active Directory フォレス ト全体のド

メ イン コン ト ローラから、 グローバル カタログ サービスをホス トする ド メ イン コン ト ロー

ラへの複製時間の測定に使用されます。 このポ リシーは、 グローバル カタログ サービスを

ホス トするシステムにのみ配布されます。

• ADSPI-Rep_Modify_User_Object_jp は、 変更がグローバル カタログ サービスをホス ト

する ド メ イン コン ト ローラに複製されるまでにどのく らいの時間かかるかを測定する目的

で、 オブジェク トの変更に使用されます。 このポ リシーは、 すべての Active Directory シス

テムに配布されます。

Sysvol 監視

Sysvol 監視では、 Sysvol のサイズや接続性、 同期など、 Active Directory の状態に重要な領域

を対象と します。 Sysvol に問題がある と、 連鎖的な影響を引き起こす可能性があ り ます。

• ADSPI-Sysvol_Connectivity_jp: SysVol ボ リ ュームに接続できるかど うかは、 Active 
Directory の健全性を示す、 重要な指標です。 Sysvol が使用できないと、 Netlogon サービス

は起動しません。 また、 グループ ポ リシーは複製されません。 ユーザーがよ く分からずに 
Sysvol ボ リ ュームの共有を誤って解除してしま う こ と も珍し くあ り ません。 この状態になる

と、 連鎖的な影響が発生します。

ADSPI-Sysvol_Connectivity_jp ポ リシーは、 DC の複製パートナーを特定し、 グループの複

製やその他のサービスを実行するために Sysvol が使用可能であるこ とをチェ ッ ク します。

• ADSPI-Sysvol_PercentFull_jp: Sysvol の満杯の割合を計算し、 サイズに関する情報を収

集し、 将来のレポートに備えて情報をログに記録します。

• ADSPI-Sysvol_FRS_jp: 1 つのド メ イン コン ト ローラから別のド メ イン コン ト ローラへの 
Sysvol のファ イル複製サービスを監視します。 

• ADSPI-Sysvol_AD_Sync_jp:  Sysvol 内のグループ ポ リシー オブジェク ト と  Active 
Directory の相互の同期をチェッ ク します。
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応答時間監視

応答時間監視ポリ シーは、 Active Directory 操作の完了時間が許容範囲内かど うかをチェッ ク し

ます。 応答時間監視では、 Active Directory 操作の一般的な状態、 グローバル カタログにバイン

ドするのに必要な時間、 グローバル カタログの検索およびクエ リに必要な時間をチェッ ク しま

す。 このグループには以下のポ リシーがあ り ます。

ADSPI-ResponseTime_Logging_jp: この Scheduled Task ポ リシーは Active Directory の応

答時間をログに記録します。

ADSPI-ResponseTime_Query_jp: このポ リシーは Active Directory のクエ リに必要な時間を

測定します。 定期的に Active Directory を照会し、 応答時間を監視します。

ADSPI-ResponseTime_GC_Bind_jp: このポ リ シーは、 グローバル カタログにバインドする

のに必要な時間を測定します。 収集したデータはグラフ化され、 使用環境に適した基準値を設定
するのに役立ちます。

ADSPI-ResponseTime_Bind_jp: このポ リ シーは定期的に Active Directory にバインド して、

ド メ イン コン ト ローラのバインド応答時間を測定します。 測定値はグラフ化され、 使用環境に

適した基準値を設定するのに役立ちます。

ADSPI-ResponseTime_GCQuery_jp: Active Directory グローバル カタログのクエ リの応答

時間を測定します。

信頼関係監視

このポ リシーは、 Windows 2003 または Windows 2008 システムである管理ノードのド メ イン 
コン ト ローラ間の信頼関係を監視します。 変更が発生する と、 それをログに記録します。 この情
報は、 AD 信頼関係一覧ツールを使用して必要に応じて参照するこ とができます。 このツール

は、 コンソール内の [ ツール ] → [SPI for Active Directory] → [AD 信頼関係一覧 ] にあ り ます。

このポ リシーには、 以下のものがあ り ます。

ADSPI-Trust_Mon_Add_Del_jp: Active Directory での信頼関係の追加と削除を監視します。

ADSPI-Trust_Mon_Modify_jp: Active Directory での信頼関係の変更を監視します。

信頼関係の情報へのアクセス

信頼関係の追加、 削除、 および変更に関連する メ ッセージを生成するポ リ シーに加えて、 AD 信
頼関係一覧ツールを使用して各ド メ イン コン ト ローラに対する信頼関係の情報を生成するこ と

もできます。

選択された管理ノードの Windows 2000 Server 環境では、 このツールはフォレス ト内の双方

向の信頼を示す一覧を表示します。 Windows 2003 Server または Windows 2008 Server 環
境では、 フォレス ト内の双方向の信頼だけでなく、 選択された管理ノードの 1 つのフォレス トか

ら別のフォレス トへの信頼も示すレポート を表示します。 AD 信頼関係一覧ツールの使用法につ

いては、 オンライン ヘルプを参照して ください。

Microsoft Active Directory SPI 使用時のド メイン コン ト ローラの降格

ド メ イン コン ト ローラを降格する前に、 AD DC 降格準備ツールを使用します。 このツールは、

複製を監視するためのディ レク ト リに挿入されている  OVReplication オブジェク ト を削除しま

す。
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このツールは、 Microsoft Active Directory SPI をインス トールおよび設定し、 これを使用して 
Active Directory 環境の DC の監視を開始するまで、 使用しないでください。  このツールの使用

法については、 Active Directory のオンライン ヘルプを参照してください。

 

図 12 AD DC 降格準備ツールは、 選択された管理ノードの信頼関係に関する情報を一覧表

示します。

ド メ イン コン ト ローラを降格する前に AD DC 降格準備ツールを使用しない場合は、オンライン 
ヘルプの ト ピッ ク 「AD DC 降格準備ツール」 に説明されている手順に従って、 降格されたド メ

イン コン ト ローラを認識しないよ うに Active Directory を手動で再設定します。
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Manual-Deploy ポリシー

Microsoft Active Directory の SPI Manual-Deploy ポ リシーは、 Active Directory サービスが発

生した後 Auto-Deploy ポ リシーのよ うに自動的には配布されません。

Manual-Deploy ポ リ シーは、 接続性、 ド メ インおよび組織単位の構造、 状態、 インデッ クス と

クエ リ、 複製および複製の動作状況、 セキュ リ テ ィ、 サイ トの構造などについて Active 
Directory の基本的な監視機能を提供します。 詳細は、 オンライン ヘルプのト ピッ ク 「Active 
Directory SPI ポ リシーの選択」 を参照して ください。

複製監視

複製監視のポリシーとインストルメンテーシ ョ ン

Microsoft Active Directory SPI では、 AD の複製を監視するために以下のポ リシーが提供されま

す。

必須のサポート  ポリシー

これらのサポート  ポ リシーは、 複製を監視する必要があるすべての DC に配布する必要があ り

ます。

• ADSPI-REP_ModifyObj_jp

• ADSPI-Rep_ModifyUserObject_jp

• ADSPI-Rep_Delete_OvRep_Object_jp

• ADSPI-Rep_CheckObj_jp

主要な複製監視ポリシー

これらは、 複製を監視するポ リ シーであ り、 複製を監視する必要があるすべての DC に配布する

必要があ り ます。

ADSPI-Rep_Mon_jp ポ リシーは、 Auto-Deploy ポ リシー グループから  Manual-Deploy ポ リ

シー グループに移動しました。 このバージ ョ ンでは、 [SPI for Active Directory] → [Windows 
Server 2003/2000] → [Manual-Deploy] → [Replication Activity] の下および [SPI for Active 
Directory] → [Windows Server 2008] → [Manual-Deploy] → [Replication Activity] の下に配置

されています。 このポ リ シーはオプシ ョ ンです。

以下のポ リ シーは、 新しいポ リ シーです。 これらのポ リシーは、 [SPI for Active Directory] → 
[Auto-Deploy] → [Replication Monitoring] の下に配置されています。

• ADSPI-Rep_MonitorInterSiteReplication_jp

• ADSPI-Rep_MonitorIntraSiteReplication_jp

複製監視実行ファイル

ADSPI_RepMonI.exe には、 複製監視のロジッ クが格納されています。

Auto Baseline ポ リ シーは、 HP Performance Agent によ り設定されたノードでは動作しませ

ん。
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複製監視シナリオ

1 サイ ト内複製監視

ポ リ シー ADSPI-Rep_MonitorIntraSiteReplication_jp では、 サイ ト内の複製が監視され

ます。 このポ リシーは、 同じサイ ト内で接続オブジェク ト を持つド メ イン コン ト ローラ間で複

製が発生しているかど うかを監視します。

2 サイ ト間複製監視

ポ リ シー ADSPI-Rep_MonitorInterSiteReplication_jp では、 サイ ト間の複製が監視され

ます。 Bridge-Server は、 サイ ト間の複製を実行します。 このポ リ シーは、 サイ トのブ リ ッジ

ヘッ ド  サーバー間で複製が発生しているかど うかを検査します。

3 多数の Active Directory 複製トポロジがサポート されています。

AD SPI では、 以下の Active Directory 複製トポロジを監視できます。

ハブ & スポーク型トポロジ複製監視

フル メ ッシュ型トポロジ複製監視

 

Hub Server 

Server Server Server Server 

 
Server Server 

Server Server 
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リング型トポロジ複製監視

多重冗長ハブ & スポーク型トポロジ複製監視

 
Server 

Server Server 

Server Server 

 
Server 

Server Server Server 

Servers Servers Servers 
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複製監視ポリシーの設定

上の図の AD 設定では、サイ ト  D 内のド メ イン コン ト ローラが 30 分ごとに 1 回複製を実行する

よ うに設定されています。 サイ ト  C とサイ ト  D のブリ ッジ ヘッ ド  サーバーは、 午後 7 時から午

前 7 時までの間、 3 時間ごとに 1 回複製を実行するよ うに設定されています。

上記の設定に適したポ リ シーのスケジュール時刻とそのしきい値を下の表に示します。

これらのポ リシー スケジュール間隔の値、 危険域しきい値、 および警告しきい値は、 1 回の完全

なサイ ト間複製サイクルは最長 1 時間で、 1 回の完全なサイ ト内複製サイクルは最長 30 分かか

るこ とを前提に選択されています。

Site - A 
Site - B 

Site - C 

Site - D Connection Object     
Site Link            

DC1SA 

DC2SA DC3SA 

DC1SB 

DC2SB DC3SB 

DC1SC 

DC2SC DC3SC 

DC1SD 

DC2SD DC3SD 

Replicate 
between 7PM 
to 7AM, once 
every 3 hours. Replicate 

once every 
30 minutes. 

ポリシー ポリシーの
スケジュー
ル間隔

危険域
しきい値

警告しきい値

ADSPI-Rep_MonitorInterSiteReplication_jp 4 時間 14 時間 13 時間

ADSPI-Rep_MonitorIntraSiteReplication_jp 1 時間 2 時間 1 時間

ADSPI-REP_ModifyObj_jp 30 分 なし なし

ADSPI-Rep_ModifyUserObject_jp デフォルト なし なし

ADSPI-Rep_Delete_OvRep_Object_jp デフォルト なし なし

ADSPI-Rep_CheckObj_jp 30 分 なし なし
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ポリシー変更の基本

Microsoft Active Directory SPI を使用している と、 特定のポ リ シーについて変更の必要が生じ

る場合があ り ます。 Measurement Threshold ポ リシーには、 受信したデータ用のしきい値セッ

トに従って Active Directory の状態を解釈するためのルールが含まれます。 また、 Scheduled 
Task ポ リシーには、 データを監視する頻度についてのルールが含まれます。 これらのポ リ シー 
タイプの変更方法を以下に説明します。 ポ リ シーの具体的な説明は、 OVO/HPOM のオンライン 
ヘルプを参照してください。   

以下は、 どの管理ノードにでも適用できる基本的なカスタマイズの手順です。

監視スケジュールや測定しきい値の変更

任意の Microsoft Active Directory SPI ポ リ シーの Scheduled Task のポ リ シーや Measurement 
Threshold のポ リシーを変更するこ とが可能です。 最新の変更を適用する ノードについてポ リ

シーを更新し終わったら、 そのポ リシー グループを右ク リ ッ ク し、 [ すべてのタスク ] → [ 最新

バージ ョ ンへの更新 ] を選択した後、 ポ リ シーをノードに再配布できます。

1 [ タイプ別ポ リシー ] フォルダを展開し、 [Scheduled Task] タイプを選択します。

2 コンソールの詳細ペインで、特定の Scheduled Task ポ リシー (ADSPI-< ポ リシー名 >) をダ

ブルク リ ッ ク します。

3 [ スケジュール ] タブを選択し、 Schedule Task を必要に応じて変更します。

データストアの設定

Microsoft Active Directory SPI は、 管理ノード上のメ ト リ ッ クデータを収集し、 管理ノードの

データス ト アに記録します。 デフォルトでは、 SPI はデータを HP Operations エージェン トの

組み込み型パフォーマンス  コンポーネン ト (CODA と も言う ) に蓄積します。 HP Performance 
Agent がインス トールされている場合は、 SPI はデータを組み込み型パフォーマンスコンポーネ

ン トではなく、 HP Performance Agent に蓄積します。

HP Performance Agent がインス トールされている状態で、 データを組み込み型パフォーマンス

コンポーネン トに蓄積するよ うにするには、 以下の手順を実行します。

1 管理ノード上で、 次の場所に dsi2ddf フォルダを作成します。
%OvAgentDir%¥conf¥

2 テキス トエディ タによ り新規のテキス ト ファ イルを開きます。 内容を何も記入しないで、
ファ イルを nocoda.opt と して %OvAgentDir%¥conf¥dsi2ddf¥ に保存します。 SPI は、

データを組み込み型パフォーマンスコンポーネン トに蓄積するよ うにな り ます。

ポ リ シーを変更する と、 そのポ リシーにバージ ョ ン番号が割り当てられます。 一般に、 このバー
ジ ョ ン番号は、 ポ リ シー名の末尾に 「.1」 のよ うに追加されます。 その後、 その新しいポ リシー

を管理ノードに配布できます。
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HP Operations Topology Viewer

HP Operations Topology Viewer は、 他の Microsoft Active Directory SPI コンポーネン トから

受け取った情報を補足するツールであ り、 どの Microsoft Active Directory SPI ポ リシーにも依

存しません。 このツールは、 OVO/HPOM コンソールの [ ツール ] → [SPI for Active Directory] 
にあ り ます。 このツールを使用する と、 Active Directory 環境内の各種サイ トやサーバーの接続

を素早く確認できます。

HP Operations Topology Viewer が収集した情報は、 画面左側のペインにあるツ リーと、 右側の

ペインにある  3 次元マップの両方に表示されます。 このマップは、 Active Directory で設定され

たサイ ト 、 およびそれらのサイ トにあるサーバーを示します。

図 13 Topology Viewer はサイ ト間のリンクを表示します。 下の図では緑線で示されていま

す。 サーバー間のリンクを表示するには、 [ 表示 ] → [ 接続 ] → [ サイ ト間 ] ( または [
サイ ト内 ]) を選択します。  

HP Operations Topology Viewer でサイ ト間のリ ンクを表示するには、 Active Directory フォレ

ス ト内の任意のド メ イン コン ト ローラに接続するだけでかまいません。 この 1 つの接続だけで 
HP Operations Topology Viewer に必要なすべてのデータが提供されます。 これは、 パーティ

シ ョ ン、 サイ ト 、 サイ ト  リ ンク、 および接続に関する情報がフォレス ト全体で複製されており、

各ド メ イン コン ト ローラがその複製情報を保持しているためです。

HP Operations Topology Viewer ツールの起動方法

1 OVO/HPOM コンソールで、 [Operations Master] → [ ツール ] → [SPI for Active Directory] を選

択します。

2 [HP Operations Topology Viewer] をダブルク リ ッ ク します。

3 表示されるウ ィンド ウで [ 接続 ] メニューの [Connect to Server...] を選択します。

( ツ リーのルート  ノードを右ク リ ッ クするこ と もできます。 )

HP Operations Topology Viewer で表示されるサイ ト とサーバーの情報は、 指定されたサーバー

に接続した時点で取得されたデータのスナップシ ョ ッ トです。 自動更新はされませんが、 手動で
更新できます ([ ファ イル ] → [ データ更新 ] を選択 )。 ただし、 データ更新の際、 マップのレイア

ウ ト変更は保存されません。
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4 [Connect to Server] ウ ィンド ウで必要な情報を入力して [OK] をク リ ッ ク します。

図 14 データ検索の進捗状況   

HP Operations Topology Viewer の使用方法

このビューアを起動してサーバー接続を実行するたびに、 サーバーから収集された情報を表す 2 
つのウ ィンド ウ  ペインが表示されます。 ウ ィンド ウに 2 つのペインがあるので、 2 種類のビュー

を表示できます ( ただし、 一部の情報は同じです )。

左側には、 パーティシ ョ ン、 サイ ト 、 およびサイ ト  リ ンク情報を含むフォルダが表示されます。

右側には、 コンテキス トにサイ ト とサイ ト  リ ンクを配置した 3 次元マップが表示されます。 左

側のペインにコンポーネン ト を表示しながら、 右側のペインにこれらのコンポーネン ト間の関係
が表示されます。

初期ビュー : このマップには、 ユーザー定義のサイ ト  リ ンクだけが表示されます ( 緑色の直線で

表示 )。 これらの リ ンクは、 Active Directory がサーバー間の接続を確立するための基礎になり

ます。

ISTG (InterSite Topology Generator) と して機能するサーバーは、 「i」 と表示されます。 グロー

バル カタログ サービスを提供するサーバーは 「GC」 と表示されます。 サーバー接続 ( 青色の曲

線で表示 ) を表示するには、 [ 表示 ] → [ 接続 ] → [ サイ ト間 ] ( または [ サイ ト内 ]) を選択しま

す。

機能の使用 : HP Operations Topology Viewer の機能を使用するには、 メニュー コマンドまたは

ツールバー ボタンを使用するか、 左右どちらかのウ ィンド ウ  ペイン内の領域をマウスで右ク

リ ッ ク します。 メニューとツールバーの完全な説明は、 SPI for Active Directory オンライン ヘ
ルプを参照して ください。  

HP Operations Topology Viewer システムが接続先のド メ イン コン ト ローラ と同じ ド メ インに存

在する場合、 適切な権限を持つユーザーは、 ログイン済みユーザーと してそのド メ イン  コン ト

ローラの DNS 名または IP アドレスを入力するだけでかまいません。 その場合、 別の資格情報は

不要です。

サイ ト  リ ンク  コス ト : サイ ト  リ ンクは、 サイ ト間の接続を表すだけでなく、 各接続の関連する

「コス ト 」 も表します。 サイ ト  リ ンクのコス トが低いサイ ト間の方が、 サイ ト  リ ンクのコス トが

高いサイ ト間よ り も、 データを複製しやすくな り ます。

マップでの赤色 ( エラー ) の接続線 : 赤色の直線で表示されるサーバー接続ではエラーが発生し

ています。 このエラーの発生原因と しては、 ド メ イン コン ト ローラがサイ トから削除されたに

もかかわらず、 その接続オブジェク トがインバウンド  ド メ イン コン ト ローラに残っているこ と

が考えられます。 この接続オブジェク トは、 ユーザー ( システム管理者 ) が作成したものである

場合と  KCC が作成したものである場合があ り ます。 いずれの場合も、 接続オブジェク トは、 手

動で削除する必要があ り ます。
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マップ ビューの操作

HP Operations Topology Viewer 複製マップの表示可能領域に、 サイ ト もサーバーも表示されな

いこ とがあ り ます。 その場合は、 表示可能領域のサイズを変更できます。 このよ う なサイズ変更
やその他の変更を行う方法は、 以下のとおりです。

表 1 HP Operations Topology Viewer の変更操作

ツリーまたはマップの変更 操作

サイ ト を同じマップの別の
場所に移動する

適切なマップ上のタイルにサイ ト をド ラ ッグ 
& ド ロ ップします。

サーバーを移動する サイ ト内の適切なマップ上のタイルにド ラ ッ
グ & ド ロ ップします。

マップ全体を移動する まず、 マップの領域でマウスの中央ボタンを
押すか、 またはマウスの左右のボタンを同時
に押します。 そのまま ド ラ ッグして、 リ リー
スします。

サーバーまたはサイ トのラ
ベルを表示する

[ 表示 ] メニューから  [ ラベル ] → [ サーバー ] 
または [ サイ ト ] を選択します。

マップのグ リ ッ ドの列と行
のサイズを拡大または縮小
する

マップ上またはマップ外の使用されていない
スペースを右ク リ ッ ク し、 [Map Properties] を
選択します。

ツ リーでサイ ト またはサー
バーを検索する

マップで該当するサイ ト またはサーバーを右
ク リ ッ ク し、 [Find Site/Find Server in Tree] を
選択します
( ラベルが青色の文字で表示されます )。

マップでサーバーを検索す
る

ツ リーで該当するサイ ト またはサーバーを右
ク リ ッ ク し、 [Find Site/Find Server on Map] 
を選択します
( ラベルが青色の文字で表示されます )。

マップ領域外にサイ ト を移
動する  (2 通りの方法が可能
)

方法 1:

1. マウスの左ボタンでサイ ト をク リ ッ ク した

まま、 適切な領域へのド ラ ッグ & ド ロ ップを

開始します。

2. マウスの左ボタンを押下したままで、 マウ

スの右ボタンを押し、 適切な方向に移動し続
けます。

方法 2:

1. マウスの左ボタンでサイ ト をク リ ッ ク した

まま、 適切な領域へのド ラ ッグ & ド ロ ップを

開始します。

2. マウスの左ボタンを押下したままで、 矢印

キーを押してマップのビューを変更します。
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キーボードを使用してマップ内を移動

サーバーとマップのプロパティの表示

サーバーに正し く接続する と、 ツ リーと ト ポロジ マップに情報が取り込まれ、 以下の情報を表

示できるよ うにな り ます。

サーバーのプロパティ : ツ リーまたはマップでサーバーを右ク リ ッ クする と、 サーバーのプロパ

ティ  シートが表示されます。 このシートに表示される情報は、 以下のとおりです。

— [Identification]: サーバーに割り当てられた GUID、 その完全修飾ド メ イン名、 識別名、

作成日、 オペレーティング システムとそのバージ ョ ン、 サービス  パッ ク  ( 該当する場合

)、 およびホッ ト  フ ィ ッ クス  ( 該当する場合 ) が表示されます。

— [ ステータス ]: AD サーバーのタイプ ( 例 グローバル カタログ、 ブ リ ッジヘッ ド )

— [ パーティシ ョ ン ]: サーバーに関連付けられたすべての名前付きコンポーネン トが、 HP 
Operations Topology Viewer ツ リーでの表示どおりに表示されます。 これらのコンポー

ネン トは、 読み書き可能なマスター コンポーネン ト 、 または読み取り専用の複製コン

ポーネン トのいずれかにグループ化されます。

— [ 複製 ]: 完了した複製操作と未完了の複製操作に関する情報が表示されます。

— [ パートナー ]: 選択したサーバーの複製パートナーが表示されます。

表 2 キーボードの機能

キー入力 マップ機能

← ( 左矢印 ) マップ ビューを約 1 タイル分の幅だけ左方向に

スクロールします。

→ ( 右矢印 ) マップ ビューを約 1 タイル分の幅だけ右方向に

スクロールします。

↑ ( 上矢印 ) マップ ビューを約 1 タイル分の高さだけ上方向

にスク ロールします。

↓ ( 下矢印 ) マップ ビューを約 1 タイル分の高さだけ下方向

にスク ロールします。

Page Up マップ ビューを約 20 タイル分の高さだけ上方向

にスク ロールします。

Page Down マップ ビューを約 20 タイル分の高さだけ下方向

にスク ロールします。

Shift+Page Up マップ ビューを約 20 タイル分の幅だけ左方向に

スクロールします。

Shift+Page Down マップ ビューを約 20 タイル分の幅だけ右方向に

スクロールします。

Home マップ ビューを左端までスク ロールします ( 垂直

方向の位置は変更されません )。

End マップ ビューを右端までスク ロールします ( 垂直

方向の位置は変更されません )。

AD ド メ インへの接続に使用されたド メ イン アカウン トのアクセス権限によっては、

サーバー (DC) のプロパティ  シートの一部の情報が表示されない場合があ り ます。
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マップのプロパティ : 空のマップ セル ( サイ トが表示されていないセル ) で右ク リ ッ クする と、

マップのプロパティ  シートが表示されます。 このシートには、 以下の情報が表示され、 これら

の情報を必要に応じて変更するこ とができます。

— [Map Size]: 現在のマップと タイルのサイズが表示されます。 これらのサイズは、 バー 
スライダを使用して変更できます。 [Reset] ボタンをク リ ッ クする と、 デフォルト設定に

戻り ます。

— [Spacing]: 現在サイ トのスペースに使用されている列と行の数が表示されます。 これら

の数は、 バー スライダを使用して変更できます。 [Reset] ボタンをク リ ッ クする と、 デ

フォルト設定に戻り ます。
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4 レポート とグラフの作成
レポートおよびグラフの生成テンプレートが、 Microsoft Active Directory SPI のインス トール

時にインス トールされます。 AD-SPI レポートは、 各ド メ イン コン ト ローラで実行されている、

DIT、 DNS、 GC、 複製、 FSMO 操作、 Sysvol、 および信頼関係の変更の各サービスの可用性と

動作状況を対象と しています。

毎日、 夜間に自動生成されるこれらの Web 対応レポートによ り、 GC および DNS 可用性、 DIT 
で発生しているディ スク容量およびキューの長さに関する問題、 複製間隔、 およびマスタ操作
サービスを実行している ド メ イン コン ト ローラごとの接続回数を定期的にチェッ クするこ とが

できます。 Windows 2003 システムまたは Windows 2008 システムでは、 ド メ イン  コン ト ロー

ラ間の信頼関係の変化を対象と したレポート も使用できます。

OVO/HPOM のレポート作成では、 散在する情報を統合して示すこ とによ り、 Active Directory 
サービスの実行状況が時間の経過と共にどのよ うに変化するかをよ り詳し く表示できます。

Microsoft Active Directory SPI のレポート とデータ  ソース

Microsoft Active Directory SPI をインス トールする と、 Microsoft Active Directory SPI によっ

て収集されたデータを使用して、 OVO/HPOM でレポート を生成するこ とができます。 これらの

レポートは、 OVO/HPOM が最初の夜間スケジュールを実行した後に生成されます。 デフォルト

では、 OVO/HPOM は毎晩その日のデータを使用してレポート を再生成するので、 最初にレポー

トが生成された時点から毎日、 更新されたレポート を受け取るこ とができます。

Microsoft Active Directory SPI レポート  データは、 各レポートで使用される メ ト リ ッ クにした

がって収集されます。 収集されたデータは MS SQL 「Reporter」 データベースに格納されます。

次のメ ト リ ッ クによるフォーマッ トのサンプル (AD Domain Controller Availability レポート ) 
は、 メ ト リ ッ ク変数がレポートでどのよ うに識別されるかを示しています。

<report_table_name>.<Microsoft Active Directory SPI_metic_name> 
例 :

ADSPI_RESPONSEMON SYSTEMNAME

Microsoft Active Directory SPI レポートには、OVO/HPOM コンソールの [ レポート  & グラフ ] 
からアクセスできます。 すべてのレポートおよびグラフの詳細については、 OVO/HPOM のオン

ライン ヘルプを参照してください。 次の表はすべての Microsoft Active Directory SPI レポート

のデータ  ソースを示しています。

HP Reporter を使用する必要があ り、 これが別のシステムにインス トールされている場合は、

Reporter システムにインス トールする必要があ り ます。

レポート をカスタマイズするには、 HP Reporter を購入する必要があ り ます。 Reporter のド

キュ メン トはレポートの変更方法について詳し く説明しており、 『コンセプ ト  ガイ ド』 および

『インス トールおよび特別構成ガイ ド』 と、 オンライン ヘルプおよびリ リース  ノートがあ り ま

す。
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表 3 Active Directory のレポート と必須メ ト リ ッ ク

Microsoft Active Directory SPI のレポートおよびソース 
ポリシー

データ  ソース テーブルおよびメ ト

リ ック

レポート  タイ トル : AD DIT Disk Queue Length レ
ポート

ポ リ シー : ADSPI-DIT_DITQueueLength_jp

テーブル : 
ADSPI_Domain
ADSPI_Site
ADSPI_LogQueueLength

メ ト リ ッ ク :
SYSTEMNAME
INSTANCEVALUE
DATETIME

レポート  タイ トル : AD DIT Disk Size Summary レ
ポート  ( 毎週と毎月 )

ポ リシー : 
(1) ADSPI-DIT_DITPercentFull_jp
(2) ADSPI-DIT_TotalDitSize_jp

テーブル : 
ADSPI_DITDatabaseSize
ADSPI_DITPercentFull
ADSPII_Domain
ADSPI_Site.

メ ト リ ッ ク :
DATETIME
INSTANCEVALUE
SYSTEMNAME

レポート  タイ トル : AD DC DNS Availability レポー

ト  ( 毎日と毎週 )

ポ リシー : ADSPI-DNS_DC_RESPONSE_jp

テーブル :
ADSPI_DNS_DCRESP
メ ト リ ッ ク : 
DATETIME
RESPONSETIME

レポート  タイ トル : AD DNS Server Availability レポー

ト ( 毎日と毎週 )
ポ リシー : WINOSSPI-DNS_ServerResponse_jp

テーブル :
WINOSSPI_DNS_SVRRESP
 メ ト リ ッ ク :
DATETIME
RESPONSETIME
ISDOMAINCONTROLLER

レポート  タイ トル : AD DNS Server Memory Capacity 
Planning レポート  ( 毎週と毎月 )

ポ リシー : WINOSSPI-DNS_LogDNSPagesSec_jp

テーブル :
WINOSSPI_DNS_SVRPLAN

 メ ト リ ッ ク : 
DATETIME
PAGESSEC (Avg)
PAGESSEC (Max)
PAGESSEC (Min)

レポート  タイ トル : AD Domain Controller Availability 
レポート

ポ リシー : ADSPI-Response_Logging_jp

テーブル : 
ADSPI_RESPONSEMON

メ ト リ ッ ク :
SYSTEMNAME
DATETIME
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レポート  タイ トル : AD GC Rep Delay Times レポー

ト  (DC から  GC と  GC から  DC) ( 毎週と毎月 )

ポ リシー : 

 (1) ADSPI-Rep_Modify_User_Object_jp ( すべてのド メ イ

ン コン ト ローラに配布する必要があ り ます )、

 (2) ADSPI-Rep_GC_Check_and_Threshold_jp ( すべての

グローバル カタログ サーバーに配布する必要があ り ます

)。

テーブル :
ADSPI_REP_GC

メ ト リ ッ ク : 
SYSTEMNAME
DATETIME
LATENCYDELTA

レポート  タイ トル : AD GC Response Time ( 毎週と

毎月 )

ポ リシー : ADSPI-Reponse_Logging_jp

テーブル : 
ADSPI_RESPONSEMON
ADSPI_REP_GC

メ ト リ ッ ク : 
SYSTEMNAME
DATETIME (Date)
GCPRESENT
GCBINDTIME
QUERYTIME

レポート  タイ トル : AD Log Files Disk Queue 
Length

ポ リシー : DSPI-DIT_LogFilesQueueLength_jp

テーブル :
ADSPI_Domain
ADSPI_Site
ADSPI_LogQueueLength

メ ト リ ッ ク : 
SYSTEMNAME
INSTANCEVALUE
DATETIME

レポート  タイ トル : AD Log Files Disk Size 
Summary
( 毎週と毎月 )

ポ リシー : ADSPI-DIT_LogFilesPercentFull_jp

テーブル :
ADSPI_LogDiskSize
ADSPI_Domain
ADSPI_Site
ADSPI_LogPercentFull

メ ト リ ッ ク :
DATETIME
INSTANCEVALUE
INSTANCENAME

レポート  タイ トル : AD Operations Master 
Connection Time (FSMO 別とサーバー別 )

ポ リシー : 

ADSPI-FSMO_NAMING_Bind (& Ping)_jp、
ADSPI-FSMO_PDC_Bind (& Ping)_jp、
ADSPI-FSMO_SCHEMA_Bind (& Ping)_jp、
ADSPI-FSMO_INFRA_Bind (& Ping)_jp、
ADSPI-FSMO_RID_Bind (& Ping)_jp。

注記 : FSMO レポートは、 ping およびバインドの測

定値を用いて接続をグラフ ィカルに表現します。
ping 時間は、 ネッ ト ワーク接続時間を測定します。

バインド時間は、 ping 接続からターゲッ ト Active 
Directory サービスへの接続までの時間を測定しま

す。

テーブル :
ADSPI_FSMO_MET

メ ト リ ッ ク :
FSMO
GMT
PINGTIME
BINDTIME

Microsoft Active Directory SPI のレポートおよびソース 
ポリシー

データ  ソース テーブルおよびメ ト

リ ック
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HP Reporter による Microsoft Active Directory SPI の使用

HP Reporter を使用する場合は、 Microsoft Active Directory SPI レポート を Reporter システム

にインス トールする と、 必要に応じてそれらのレポート をカスタマイズし、 システムのグループ
または単一のシステムに適用するこ とができます。

レポート  パッケージのインストール

Reporter と  OVO/HPOM for Windows が同じシステムにインス トールされている場合は、

Microsoft Active Directory SPI を別途インス トールする必要はあ り ません ( 以下のタスクを参照

)。

ただし、 Reporter がスタンドアロンでインス トールされている場合は、 ADSPI-Reporter.msi 
セッ ト アップを実行する必要があ り ます。 このセッ ト アップによ り、 Microsoft Active Directory 
SPI レポート  パッケージが Reporter 内にインス トールされます。

Reporter スタンドアロン システムに Microsoft Active Directory SPI レポート  パッケージをインス

トールするには

1 OVO/HPOM for Windows Smart Plug-ins DVD を DVD ド ラ イブに挿入します。

2 ファ イル ADSPI-Reporter.msi をダブルク リ ッ ク します ( 第 2 章の OVO/HPOM 管理サー

バーでのインス トール方法と同じ )。

3 表示されるダイアログで、 セッ ト アップのタイプと して [Complete] を選択し、 [Next] を
ク リ ッ ク します。

レポート  タイ トル : AD Size of Sysvol レポート  ( 毎
週と毎月 )

ポ リシー : ADSPI-Sysvol_PercentFull_jp

テーブル :
ADSPI_SYSVOL_PCT_FULL

メ ト リ ッ ク : 
SYSTEMNAME
DATETIME
INSTANCENAME (SysVolFilePath)
INSTANCEVALUE 
(SysvolDriveFreeSpace)

レポート  タイ トル : AD Domain and Forest 
Changes ( 毎週と毎月 )

ポ リシー :
ADSPI-Trust_Mon_Add_Del_jp 
ADSPI-Trust_Mon_Modify_jp

テーブル :
ADSPI_TRUST

メ ト リ ッ ク : 
DATETIME
CHANGETYPE
TRUSTEDDOMAIN
TRUSTATTRIBUTES
TRUSTDIRECTION
TRUSTSTATUSSTRING
TRUSTTYPE
TRUSTINGDOMAIN

Microsoft Active Directory SPI のレポートおよびソース 
ポリシー

データ  ソース テーブルおよびメ ト

リ ック
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図 15 セッ トアップのダイアログで、 Microsoft Active Directory SPI Reporter テンプレート を

スタンドアロンの Reporter システム上にインス トールできます。  

表示されるダイアログで、 インス トールの進捗状況を確認できます。

4 Reporter のメ イン ウ ィ ンド ウを開き、 ステータス  ペインで、 Microsoft Active Directory 
SPI レポートのアップロードを含む Reporter の設定が変更されていないかど うかをチェッ

ク します。

Microsoft Active Directory SPI レポートは、 Reporter のメ イン ウ ィ ンド ウにあるすべての

グループに自動的に割り当てられます (OVO/HPOM レポートの一覧については、 前述の 49 
ページの 「Microsoft Active Directory SPI のレポート とデータ  ソース」 を参照して ください

)。

5 必要なレポート を割り当てるこ とによ り、 グループ レポートおよび単一システム レポート

を追加します。

翌日からレポート を閲覧するこ とができます。

Microsoft Active Directory SPI レポート をターゲッ ト  ノードに割り当てる手順については、

Reporter のヘルプを参照して ください。 ヘルプを使用するには、 Reporter のメ イン ウ ィンド ウ

の左パネルで [ レポート ] または [ 検出されたシステム ] を選択し、 それを右ク リ ッ ク します。

表示されるサブメニューで、 [ レポート  ヘルプ ] または [ 検出されたシステム ヘルプ ] を選択し

ます。 ト ピッ ク 「検出されたシステム グループへのレポート定義の割り当て」 を参照して くだ

さい。 詳細については、 Reporter に含まれる  2 つのオンライン ドキュ メン ト  ( 『コンセプ ト  ガ
イ ド』 および 『インス トールおよび特別構成ガイ ド』 ) も参照して ください。

Microsoft Active Directory SPI のグラフとデータ  ソース

Microsoft Active Directory SPI にはグラフも含まれます。 グラフは、 OVO/HPOM コンソール

の [ レポート  & グラフ ] → [ グラフ ] → [SPI for Active Directory] で利用できます。 OVO/
HPOM のグラフは、 手動で作成し、 即時の概要データを確認できる点でレポート とは異なり ま

す。

グループおよび単一システムの Microsoft Active Directory SPI レポートでは、 システムをフル

ネームで識別する必要があ り ます。 たとえば、 abc.xyz.com は許容されますが、 abc は許容さ

れません。
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収集されたデータを統合する  Microsoft Active Directory SPI グラフの一覧を以下の表に示しま

す。

表 4 Active Directory グラフおよびソース ポリシー 

Microsoft Active Directory SPI のグラフにアクセスするには

1 [ レポート  & グラフ ] → [ グラフ ] → [SPI for Active Directory] を選択します。

2 グラフ名 ( たとえば、 Active Directory Replication Latency Graph) を右ク リ ッ ク し、 [ グラフを

表示 ...] を選択します。

3 [ ノード ] および [ 日付の範囲を選択 ] を選択し、 [ 完了 ] をク リ ッ ク します。

応答時間を示したグラフは、 その他のポ リシーのしきい値の設定の基準値を策定するのに使用で
きます。

Microsoft Active Directory SPI のグラフとポリ

シー ソース メ ト リ ッ ク

グラフ タイ トル : Active Directory 
Replication Latency グラフ

ソース  ポ リシー :
ADSPI-Rep_ModifyObj_jp および 
ADSPI-Rep_Mon_jp

メ ト リ ッ ク :
LatencyMin
LatencyMax
LatencyAvg

注記 : Replication Latency グラフは、 1 つ以上

のド メ イン コン ト ローラがフォレス ト内に存

在する場合にのみ作成できます。 単一のド メ
イン コン ト ローラを含むフォレス トでは、 複

製は行われず、 グラフに表示できるデータは
あ り ません。

グラフ タイ トル : Active Directory Bind 
Response Time

ソース  ポ リシー : 
ADSPI-Response_Logging_jp

メ ト リ ッ ク :
GCBindTime
BindTime

グラフ タイ トル : Active Directory GC 
Availability 

ソース  ポ リシー : 
ADSPI-Response_Logging_jp

メ ト リ ッ ク : 
GCAVAILABILITY
GCQueryTime

グラフ タイ トル : Active Directory Query 
Response Time グラフ

ソース  ポ リシー : ADSPI-Response_Logging_jp

メ ト リ ッ ク : 
GCQueryTime

グラフ タイ トル : Active Directory 
Replication Time by Global Catalog

ソース  ポ リシー : 
ADSPI-Response_Logging_jp

メ ト リ ッ ク : 
GCBindTime
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図 16 右ペインに、 OVO/HPOM グラファで生成されたグラフが表示されます。  
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5 ト ラブル シューティング
以下で説明する事例では、 問題を解決または検出する方法を記載しています。 それらには、
サポート  アシスタンスを必要とするものと必要と しないものがあ り ます。 各事例に、 現在直
面している問題との関連があるかど うかを調べて ください。

ト レースによる問題の検出

場合によっては、 問題の解決策が簡単に見つからないこ とがあ り ます。 そのよ うな場合、
FSMO や複製の条件、 状態、 エラーなど、 Microsoft Active Directory SPI ログに含まれて
いるあらゆる  Active Directory 情報を取り込むため、 これらの情報にアクセスするための ト
レース機能を有効にして ください。

FSMO サービスの整合性監視のト レース機能を有効にするには

1 OVO/HPOM コンソール ツ リーで、 [ タイプ別ポリシー ] フォルダを展開し、 [Scheduled Task] 
を選択します。

2 右ペインで、 ポ リ シー ( たとえば、 ADSPI-FSMO_Consist_jp) をダブルク リ ッ ク します。

3 [ コマンド *] テキス ト  ボッ クスで、 コマンドの末尾にカーソルを置き、 次のよ うに入力しま

す。
-l 1 
( マイナス記号 [-]、 「log」 を表す文字 「l」、 空白、 および数字 「1」 )。

4 [Save and Close] をク リ ッ ク します。

5 ト レースを実行する ノードにポ リシーを再配布します。

FSMO サービスの応答時間監視のトレース機能を有効にするには

ポ リ シー ADSPI-FSMO_Logging_jp にも、 上記手順を繰り返します。

複製サービスの複製間隔および応答時間のト レース機能を有効にするには 

1 OVO/HPOM コンソール ツ リーで、 [ タイプ別ポリシー ] フォルダを展開し、 [Measurement 
Threshold] を選択します。

2 右ペインで、 次のポ リシーをダブルク リ ッ ク します。
ADSPI-Rep_Mon_jp
または
ADSPI-Rep_Sysvol_jp
または
ADSPI-Rep_TimeSync_jp

3 [ プログラム名 *] テキス ト  ボッ クスで、 コマンドの末尾にカーソルを置き、 次のよ うに入力

します。
-l 1 
( マイナス記号 [-]、 「log」 を表す文字 「l」、 空白、 および数字 「1」 )。

4 [Save and Close] をク リ ッ ク します。

5 ト レースを実行する ノードにポ リシーを再配布します。
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ト レース ログを表示するには

1 管理ノードで、 任意のテキス ト  エディ タを起動します。

2 次のディ レク ト リ を開きます。 %OvAgentDir%¥log¥
3 log ディ レク ト リで、 拡張子が log であ り、 上記の [ コマンド *] または [ プログラム名 *] テ

キス ト  ボッ クスで使用したコマンド名または実行可能プログラム名と名前が一致するファ イ

ルを開きます。
例 :
ADSPI_consist.log

グラフ作成の問題

グラフを生成しよ う と した場合に発生するエラーには、 以下の原因が考えられます。

問題 ( グラフ作成 ): エラー 33、 Replication Latency グラフに使用できるデータがない。

— 原因 :
(1) 複製を行うための時間が十分にあ り ませんでした。

(2) ユーザー アカウン トの設定が、 エージェン ト とポ リ シーとで一致していません。

エージェン トのデフォルトの設定では、 ローカル システム アカウン トで実行されます。

[ ツール ] → [Operations Manager ツール ] → [ エージェン ト  アカウン ト ] ツール グ
ループを使用した結果、 デフォルトの設定が無効になっている可能性があ り ます。

解決策 : 
(1) Scheduled Task ポ リシーを調べて、 複製間隔についてスケジュールされている実行

頻度を確認します。 十分に時間が経過してから、 レポート またはグラフの表示または生
成をも う一度試します。

(2) エージェン ト  アカウン ト を確認するために、 [ ツール ] → [Operations Manager ツール ] 
→ [ エージェン ト  アカウン ト ] → [ エージェン ト  アカウン トの表示 ] を実行します。 4 つの 
Microsoft Active Directory SPI Scheduled Task ポ リシーを調べ、 それらのユーザー ア
カウン ト設定が管理サーバーのエージェン ト  アカウン ト設定と一致するよ うにして くだ

さい。 確認すべきポ リシーは、 ADSPI-FSMO_Consist_jp、 ADSPI-FSMO_Logging_jp、
ADSPI-REP_ModifyObj_jp、 および ADSPI-Response_Logging_jp の 4 つです。 各ポ リ

シーをダブルク リ ッ ク し、 プロパティの [ タスク ] タブ ページで、 タスク  タイプ [ コマ

ンド ] のセグメン ト を表示し、 [ 実行 ] フ ィールドの設定を書き留めます。 エージェン ト

のデフォルトの設定では、 ローカル システム アカウン トで実行されます。 エージェン ト

またはポ リ シーを必要に応じて変更し、 すべてのユーザー アカウン ト設定が一致するよ

うにします。

— 原因 : Active Directory フォレス トにド メ イン コン ト ローラが 1 つしか存在しないため、

複製が行われていません。

解決策 : この構成の場合は、 Replication Latency グラフは生成されません。

問題 ( グラフ作成 ): エラー 33、 グラフに使用できるデータがない。

— 原因 : グラフ作成のために選択されたシステムはド メ イン  コン ト ローラではないため、

Microsoft Active Directory SPI ポ リシーは配布されていません。 このため、 グラフに使

用できるデータがあ り ません。

解決策 : なし、 現実的には問題ではあ り ません。

レポート作成の問題

レポート を表示しよ う と した場合に発生するエラーは、 以下の原因が考えられます。
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問題 ( レポート作成 ): レポートに使用できるデータがない。

— 原因 : レポートのデータに必要なポ リシーが配布されていません。

— 解決策 : 問題のノードのポ リ シー インベン ト リ を調べ、 ポ リ シーがあるかど うかを確認

します。 ポ リ シーがない場合は、 配布します。

問題 : エージェン トが失敗していて、 レポート / グラフ作成に必要なデータが収集されていない

よ うである。

— 原因 : ユーザー アカウン トの設定が、 エージェン ト とポ リ シーとで一致していません。

エージェン トのデフォルトの設定では、 ローカル システム アカウン トで実行されます。

[ ツール ] → [Operations Manager ツール ] → [ エージェン ト  アカウン ト ] ツール グループを

使用した結果、 デフォルトの設定が無効になっている可能性があ り ます。

— 解決策 : [ ツール ] → [Operations Manager ツール ] → [ エージェン ト  アカウン ト ] → [ エー

ジェン ト  アカウン トの表示 ] を実行して、 エージェン ト  アカウン ト を確認します。 4 つの 
Microsoft Active Directory SPI Scheduled Task ポ リシーを調べ、 それらのユーザー ア
カウン ト設定が管理サーバーのエージェン ト  アカウン ト設定と一致するよ うにして くだ

さい。 確認すべきポ リシーは、 ADSPI-FSMO_Consist_jp、 ADSPI-FSMO_Logging_jp、
ADSPI-REP_ModifyObj_jp、 および ADSPI-Response_Logging_jp の 4 つです。 各ポ リ

シーをダブルク リ ッ ク し、 プロパティの [ タスク ] タブ ページで、 タスク  タイプ [ コマ

ンド ] のセグメン ト を表示し、 [ 実行 ] フ ィールドの設定を書き留めます。 エージェン ト

のデフォルトの設定では、 ローカル システム アカウン トで実行されます。 エージェン ト

またはポ リ シーを必要に応じて変更し、 すべてのユーザー アカウン ト設定が一致するよ

うにします。

問題 : AD Domain Controller Availability レポートに、 GC サービスを提供するグローバル カタ

ログ サーバーが表示されず、 GC サービスが 100% 利用不可能と表示される。

— 原因 : このエラーは、 グローバル カタログ サービスをホス ト していないサーバーに、 応

答時間監視ポ リシーが配布される と発生します。 グローバル カタログ サービスが実行さ

れていないため、 データがあ り ません。

— 解決策 : レポートは生成されません。 また、 対応の必要はあ り ません。
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